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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝送要求への承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するかどうかを
判断するスケジューラと、ここで、前記判断は、少なくとも１つ以上のチャネル条件に基
づく、
　　確認応答を表す第１の表示および第２の表示を備える第１のメッセージを生成し、こ
こで、前記第２の表示は、前記スケジューラが前記伝送要求への承認を発行するように選
択するとき、承認表示を備え、前記第２の表示は、前記スケジューラが前記現在の伝送レ
ートを調整するように選択するとき、代わりにデータレート制御表示を備える、
　　前記第２の表示がデータレート制御表示を備えるとき、第２のメッセージを生成する
　メッセージ生成器と
を備える装置。
【請求項２】
　前記データレート制御表示が、レート制御コマンドである請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記レート制御コマンドが、レート増加を示す請求項２記載の装置。
【請求項４】
　前記レート制御コマンドが、レート低減を示す請求項２記載の装置。
【請求項５】
　前記レート制御コマンドが、レート保持を示す請求項２記載の装置。
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【請求項６】
　パケットを受信する受信機と、
　前記受信されたパケットを復号する復号器と、
　伝送要求への承認を発行すること、または現在の伝送レートを調整することから選択す
るスケジューラと、
　　確認応答または否定の確認応答のうちの１つと関係付けられる第１の値および第２の
値を備える第１の信号を生成し、ここで、前記第２の値は、前記スケジューラが承認を発
行するように選択するとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、前記スケジュー
ラが現在の伝送レートを調整するように選択するとき、代わりにレート制御表示と関係付
けられる、
　　前記第１の信号の前記第２の値が、レート制御表示と関係付けられるとき、レート制
御コマンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付きで生成する
　メッセージ生成器と
を備える装置。
【請求項７】
　前記第１の信号が前記レート制御表示を含むとき、前記第１の信号を伝送し、前記第２
の信号を条件付きで伝送する送信機をさらに備える請求項６記載の装置。
【請求項８】
　前記受信機が１つ以上の伝送要求および１つ以上の自律伝送を受信し、前記スケジュー
ラが前記１つ以上の伝送要求および前記１つ以上の自律伝送に応答して、共有資源を割り
振る請求項６記載の装置。
【請求項９】
　肯定または否定の確認応答のうちの１つを備える第１の表示、および承認表示またはデ
ータレート制御表示のうちの１つを表す第２の表示を含む第１の信号を監視する受信機と
、ここで、前記受信機は、前記第２の表示がデータレート制御表示を表すとき、レート制
御コマンドを含む第２の信号を条件付きで監視する、
　前記第１の信号から前記第２の表示を復号し、前記第２の信号から前記レート制御コマ
ンドを復号するメッセージ復号器と
を備える装置。
【請求項１０】
　前記レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、前記複数の値の１つ以上が、レー
ト増加を示す請求項９記載の装置。
【請求項１１】
　前記レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、前記複数の値の１つ以上が、レー
ト低減を示す請求項９記載の装置。
【請求項１２】
　前記レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、前記複数の値の１つ以上が、レー
ト保持を示す請求項９記載の装置。
【請求項１３】
　パケットを伝送する送信機をさらに備える請求項９記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の信号が、前記伝送されたパケットが確認応答されていないことを示すとき、
前記送信機が前記パケットを再送する請求項１３記載の装置。
【請求項１５】
　前記第２の信号が、レート制御コマンドを備え、前記送信機が、レート制御コマンドに
したがって判断されたレートで第２のパケットを伝送する請求項１３記載の装置。
【請求項１６】
　伝送要求への承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するかどうかを
判断するスケジューラと、ここで、前記判断は、少なくともチャネル条件に基づく、
　　確認応答を表す第１の表示および第２の表示を備える第１のメッセージを生成し、こ
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こで、前記第２の表示は、前記スケジューラが前記伝送要求への承認を発行するように選
択するとき、承認表示を備え、前記第２の表示は、前記スケジューラが前記現在の伝送レ
ートを調整するように選択するとき、代わりにデータレート表示を備える、
　　前記第２の表示がデータレート制御表示を備えるとき、レート制御コマンドを備える
第２のメッセージを生成する
　メッセージ生成器と
を備える基地局。
【請求項１７】
　確認応答を表す第１の表示、および承認表示またはデータレート制御表示のうちの１つ
を表す第２の表示を含む第１の信号を受信する受信機と、ここで、前記受信機は、前記第
２の表示がデータレート制御表示を表すとき、レート制御コマンドを含む第２の信号を条
件付きで受信する、
　前記受信された第１の信号から前記第２の表示を復号し、前記受信された第２の信号か
ら前記レート制御コマンドを復号するメッセージ復号器と
を備える遠隔局。
【請求項１８】
　伝送要求への承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するかどうかを
判断するスケジューラと、ここで、前記判断は、少なくとも現在のチャネル条件に基づく
、
　　確認応答を表す第１の表示および第２の表示を備える第１のメッセージを生成し、こ
こで、前記第２の表示は、前記スケジューラが前記伝送要求への承認を発行するように選
択するとき、承認表示を備え、前記第２の表示は、前記スケジューラが現在の伝送レート
を調整するように選択するとき、代わりにデータレート制御表示を備える、
　　前記第２の表示がデータレート制御表示を備えるとき、レート制御コマンドを備える
第２のメッセージを生成する
　メッセージ生成器と
　を備える基地局を含む無線通信システム。
【請求項１９】
　肯定または否定の確認応答のうちの１つを表す第１の表示を備え、さらに承認表示また
はデータレート制御表示のうちの１つを表す第２の表示を備える第１の信号を監視する受
信機と、ここで、前記受信機は、前記第２の表示がデータレート制御表示を表すときにの
み、レート制御コマンドを含む第２の信号を条件付きで監視する、
　前記受信された第１の信号から前記第２の表示を復号し、前記受信された第２の信号か
ら前記レート制御コマンドを復号するメッセージ復号器と
を備える、遠隔局を含む無線通信システム。
【請求項２０】
　　伝送要求への承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するかどうか
を判断することと、
　　確認応答または否定の確認応答のうちの１つを表す第１の値を備え、さらに第２の値
を備える第１の信号を生成することと、ここで、前記第２の値は、それが承認を発行する
ように判断されるとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、それが現在の伝送レ
ートを調整するように判断されるとき、代わりにレート制御表示と関係付けられる、
　　前記第１の信号の前記第２の値がレート制御表示と関係付けられるとき、レート制御
コマンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付きで生成すること
と
　を行なうメモリに記憶された命令を実行するプロセッサを用いることを備えるレート制
御方法。
【請求項２１】
　　パケットを受信することと、
　　前記パケットを復号することと、
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　　伝送要求に応答して承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するか
どうかを判断することと、
　　前記受信されたパケットが正確に復号されたかどうかを示す第１の信号を生成するこ
とと、ここで、前記第１の信号は、前記判断に基づいて承認表示またはレート制御表示の
うちの１つをさらに含む、
　　前記第１の信号が、レート制御表示を含むとき、レート制御コマンドを備える第２の
信号を生成することと
　を行なうメモリに記憶された命令を実行するプロセッサを採用することを備えるレート
制御方法。
【請求項２２】
　前記第１の信号が、正確な復号の確認応答と、レート制御コマンドがないこととを示す
１つ以上の値を備える請求項２１記載の方法。
【請求項２３】
　正確な復号の確認応答と、レート制御コマンドがないこととを示す前記１つ以上の値が
、先の承認を無効にする請求項２２記載の方法。
【請求項２４】
　前記第１の信号が、正確な復号の確認応答と、レート制御コマンドを示す１つ以上の値
を備える請求項２１記載の方法。
【請求項２５】
　前記第１の信号が、前記復号されたパケットの否定の確認応答と、レート制御コマンド
がないこととに対応して、伝送がないことを示す値を備える請求項２１記載の方法。
【請求項２６】
　前記レート制御コマンドが、レート増加を示す請求項２１記載の方法。
【請求項２７】
　前記レート制御コマンドが、レート低減を示す請求項２１記載の方法。
【請求項２８】
　前記レート制御コマンドが、レート保持を示す請求項２１記載の方法。
【請求項２９】
　前記第２の信号が、レート保持の伝送がないことを示す値を備える請求項２８記載の方
法。
【請求項３０】
　１つ以上の伝送要求を受信することと、
　１つ以上の自律伝送を受信することと、
　前記１つ以上の伝送要求および前記１つ以上の自律伝送に応答して、共有資源を割り振
ることと
　をさらに備える請求項２１記載の方法。
【請求項３１】
　受信された伝送要求に応答して、前記第１の信号における前記承認表示を含むことをさ
らに備える請求項２１記載の方法。
【請求項３２】
　前記承認表示が前記第１の信号に含まれるとき、前記第２の信号が生成されない請求項
３１記載の方法。
【請求項３３】
　前記第１の信号を伝送することと、
　前記レート制御表示が発行されるときにのみ、前記第２の信号を条件付きで伝送するこ
とと
　をさらに備える請求項２１記載の方法。
【請求項３４】
　前記受信されたパケットが、サブパケットである請求項２１記載の方法。
【請求項３５】
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　以前に受信された対応するサブパケットに応答して、前記復号が行われる請求項３４記
載の方法。
【請求項３６】
　　確認応答または否定の確認応答のうちの１つと関係付けられる第１の値を備え、さら
に第２の値を備える第１の信号を受信することと、ここで、前記第２の値は、伝送要求承
認が承認されるとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、現在の伝送レートが調
整されるとき、代わりにデータレート制御表示と関係付けられる、
　　前記第１の受信された信号の前記第２の値がレート制御コマンドと関係付けられると
き、レート制御コマンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付き
で受信することと
　を行なうメモリに記憶された命令を実行するプロセッサを採用することを備えるレート
制御方法。
【請求項３７】
　　パケットを伝送することと、
　　前記伝送されたパケットが確認応答されたかどうか、およびレート制御コマンドが発
行されることになるかどうか、または代わりに伝送要求が承認されることになるかどうか
を示す第１の信号を受信することと、
　　レート制御コマンドが発行されることを前記第１の信号が示すときにのみ、前記レー
ト制御コマンドを備える第２の信号を受信することと
　を行なうメモリに記憶された命令を実行するプロセッサを採用することを備えるレート
制御方法。
【請求項３８】
　前記第１の信号が、正確な復号の確認応答と、レート制御コマンドがないこととを示す
値を備える請求項３７記載の方法。
【請求項３９】
　正確な復号の確認応答と、レート制御コマンドがないこととを示す前記値が、先の承認
を無効にする請求項３８記載の方法。
【請求項４０】
　前記第１の信号が、正確な復号の確認応答と、レート制御コマンドとを示す値を備える
請求項３７記載の方法。
【請求項４１】
　前記第１の信号が、復号されたパケットの否定の確認応答と、レート制御コマンドがな
いこととに対応して、伝送がないことを示す値を備える請求項３７記載の方法。
【請求項４２】
　前記レート制御コマンドが、レート増加を示す請求項３７記載の方法。
【請求項４３】
　前記レート制御コマンドが、レート低減を示す請求項３７記載の方法。
【請求項４４】
　前記レート制御コマンドが、レート保持を示す請求項３７記載の方法。
【請求項４５】
　前記第２の信号が、レート保持の伝送がないことを示す値を備える請求項４４記載の方
法。
【請求項４６】
　前記第１の受信された信号が、前記伝送されたパケットが確認応答されなかったことを
示すとき、前記パケットを再送することをさらに備える請求項３７記載の方法。
【請求項４７】
　前記第１の受信された信号が、前記伝送されたパケットが確認応答されたことを示すと
き、第２のパケットを伝送することをさらに備える請求項３７記載の方法。
【請求項４８】
　レート制御コマンドが、前記第２の信号上で受信されるとき、前記第２のパケットが、
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前記レート制御コマンドにしたがって判断されるレートで伝送される請求項３７記載の方
法。
【請求項４９】
　前記伝送されたパケットが、サブパケットである請求項３７記載の方法。
【請求項５０】
　伝送要求への承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するかどうかを
判断する手段と、
　確認応答または否定の確認応答のうちの１つと関係付けられた第１の値を備え、さらに
第２の値を備える第１の信号を生成する手段と、ここで、前記第２の値は、それが承認を
発行するように判断されるとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、それが現在
の伝送レートを調整するように判断されるとき、代わりにレート制御表示と関係付けられ
る、
　前記第１の信号の前記第２の値がレート制御表示と関係付けられるとき、レート制御コ
マンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付きで生成する手段と
を備える装置。
【請求項５１】
　パケットを受信する手段と、
　前記パケットを復号する手段と、
　伝送要求への承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するかどうかを
判断する手段と、
　前記受信されたパケットが正確に復号されたかどうかを示し、レート制御コマンドが発
行されることになるかどうか、または代わりに伝送要求が承認されることになるかどうか
をさらに示す第１の信号を生成する手段と、
　前記第１の信号は、レート制御コマンドが発行されることを示すときにのみ、前記レー
ト制御コマンドを備える第２の信号を生成する手段と
を備えるレート制御方法。
【請求項５２】
　確認応答または否定の確認応答のうちの１つと関係付けられる第１の値を備え、さらに
第２の値を備える第１の信号を受信する手段と、ここで、前記第２の値は、伝送要求が承
認されるとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、現在の伝送レートが調整され
るとき、代わりにレート制御表示と関係付けられる、
　前記第１の受信された信号の前記第２の値がレート制御表示と関係付けられるとき、制
御コマンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付きで受信する手
段と
を備えるレート制御方法。
【請求項５３】
　パケットを伝送する手段と、
　前記伝送されたパケットが確認応答されたかどうかを示し、レート制御コマンドが発行
されることになるかどうか、または代わりに伝送要求が承認されることになるかどうかを
さらに示す第１の信号を受信する手段と、
　前記第１の信号は、レート制御コマンドが発行されることを示すときにのみ、前記レー
ト制御コマンドを備える第２の信号を受信する手段と
を備えるレート制御方法。
【請求項５４】
　伝送要求への承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するかどうかを
判断する手段と、
　確認応答または否定の確認応答のうちの１つと関係付けられる第１の値を備え、さらに
第２の値を備える第１の信号を生成する手段と、ここで、第２の値は、それが承認を発行
するように決定されるとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、それが現在の伝
送レートを調整するように決定されるとき、代わりにレート制御表示と関係付けられる、
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　前記第１の信号の前記第２の値がレート制御表示と関係付けられるとき、レート制御コ
マンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付きで生成する手段と
を備える、無線通信システム。
【請求項５５】
　確認応答または否定の確認応答のうちの１つと関係付けられる第１の値を備え、さらに
第２の値を備える第１の信号を受信する手段と、ここで、前記第２の値は、伝送要求が承
認されるとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、現在の伝送レートが調整され
るとき、代わりにデータレート制御表示に関係付けられる、
　前記第１の受信された信号の前記第２の値がレート制御表示と関係付けられるとき、レ
ート制御コマンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付きで受信
する手段とを備える無線通信システム。
【請求項５６】
　伝送要求への承認を発行するかどうか、または現在の伝送レートを調整するかどうかを
判断することと、
　確認応答または否定の確認応答のうちの１つと関係付けられる第１の値を備え、さらに
第２の値を備える第１の信号を生成することと、ここで、第２の値は、それが承認を発行
するように決定されるとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、それが現在の伝
送レートを調整するように決定されるとき、代わりにレート制御表示と関係付けられる、
　前記第１の信号の前記第２の値がレート制御表示と関係付けられるとき、レート制御コ
マンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付きで生成することと
をコンピュータによって実行させる命令を備えるコンピュータプログラム。
【請求項５７】
　パケットを受信することと、
　前記パケットを復号することと、
　伝送要求への承認を発行するかどうか、または代わりに現在の伝送レートを調整するか
どうかを判断することと、
　前記受信されたパケットが正確に復号されたかどうかを示し、レート制御コマンドが発
行されることになるかどうか、または代わりに伝送要求が承認されることになるかどうか
をさらに示す第１の信号を生成することと、
　前記第１の信号は、レート制御コマンドが発行されることを示すときにのみ、レート制
御コマンドを備える第２の信号を生成することと
をコンピュータによって実行させる命令を備えるコンピュータプログラム。
【請求項５８】
　確認応答または否定の確認応答のうちの１つと関係付けられる第１の値を備え、さらに
第２の値を備える第１の信号を受信することと、ここで、第２の値は、伝送要求が承認さ
れるとき、承認表示と関係付けられ、前記第２の値は、現在の伝送レートが調整されると
き、代わりにデータレート制御表示と関係付けられる、
　前記第１の受信された信号の前記第２の値がレート制御表示と関係付けられるとき、レ
ート制御コマンドに対応して、少なくとも１つの値を備える第２の信号を条件付きで受信
することと
をコンピュータによって実行させる命令を備えるコンピュータプログラム。
【請求項５９】
　パケットを伝送することと、
　前記伝送されたパケットが確認応答されたかどうかを示し、レート制御コマンドが発行
されることになるかどうか、または代わりに伝送要求が承認されることになるかどうかを
さらに示す第１の信号を監視することと、
　前記第１の信号は、レート制御コマンドが発行されることになることを示すときにのみ
、前記レート制御コマンドを備える第２の信号を監視することと
をコンピュータによって実行させる命令を備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　米国特許法第３５条のもとでの優先権の主張
　本特許出願は、２００３年８月５に出願された仮出願第６０／４９３，０４６号（“ R
everse Link Rate Control for CDMA2000 Rev D”）、および２００３年８月１８日に出
願された仮出願第６０／４９６，２９７号（“Reverse Link Rate Control for CDMA2000
 Rev D”）に対して優先権を主張している。
【０００２】
　分野
　本発明は、概ね、無線通信、とくに、承認、確認応答、およびレート制御チャネルのア
クティブな組に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、音声およびデータのような、種々のタイプの通信を提供するため
に広く展開されている。一般的な無線データシステム、すなわちネットワークは、１つ以
上の共有資源へ多数のユーザのアクセスを与える。システムは、周波数分割多元接続(Fre
quency Division Multiplexing Access, FDMA)、時分割多元接続(Time Division Multipl
exing Access, TDMA)、符号分割多元接続（Code Division Multiplexing Access, CDMA）
、等のような、種々の多元接続技術を使用し得る。
【０００４】
　例示的な無線ネットワークは、セルラを用いたデータシステムを含む。次に示すものは
、いくつかのこのような例であり、（１）“TIA/EIA-95-B Mobile Station-Base Station
 Compatibility Standard for Dual-Mode Wideband Spread Spectrum Cellular System”
 (ＩＳ－９５標準)、（２）“第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation 
Partnership Project, 3GPP）”という名称の協議会によって提供され、文書番号第３Ｇ
ＴＳ ２５．２１１号、第３Ｇ ＴＳ ２５．２１２号、第３Ｇ ＴＳ ２５．２１３号、お
よび第３Ｇ ＴＳ ２５．２１４号(Ｗ－ＣＤＭＡ標準)を含む１組の文書において具体化さ
れている標準、（３） “第三世代パートナーシッププロジェクト２（3rd Generation Pa
rtnership Project 2, 3GPP2）”という名称の協議会によって提供され、“TR-45.5 Phys
ical Layer Standard for cdma2000 Spread Spectrum Systems”（ＩＳ－２０００標準）
に具体化されている標準、（４）ＴＩＡ／ＥＩＡ／ＩＳ－８５６標準(ＩＳ－８５６標準)
に準拠する高データレート(high data rate, HDR)システム、および（５）Ｃ．Ｓ０００
１．ＣないしＣ．Ｓ０００６．Ｃを含むＩＳ－２０００標準の改訂Ｃがあり、関連する文
書（後の改訂Ｄの提示案を含む）は、１ｘＥＶ－ＤＶの提案と呼ばれる。
【０００５】
　例示的なシステムの、(現在、策定中の)ＩＳ－２０００標準の改訂Ｄでは、逆方向リン
ク上での移動局の伝送は、基地局によって制御される。基地局は、移動局が伝送すること
を許される最大レートまたはトラヒック対パイロット比（“Traffic-to-Pilot Ratio, TP
R”）を決定し得る。現在、２つのタイプの管理機構、すなわち承認に基づくものと、レ
ート制御に基づくものとが提案されている。
【０００６】
　承認に基づく制御では、移動局は、移動局の伝送能力、データ緩衝サイズ、およびサー
ビス品質(Quality of Service, QoS)レベル、等についての情報を基地局へフィードバッ
クする。基地局は、複数の移動局からのフィードバックを監視し、何れが伝送を許される
か、および各々に許される対応する最大レートを決定する。これらの決定は、承認メッセ
ージによって移動局に伝達される。
【０００７】
　レート制御に基づく制御では、基地局は、移動局のレートを、制限された範囲(すなわ
ち、１レートアップ（one rate up）、変更なし、または１レートダウン（one rate down
）で調節する。調節コマンドは、単純な二値のレート制御ビットまたは多値表示を使用し
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て、移動局へ伝えられる。
【０００８】
　アクティブな移動局が大量のデータをもつ十分な緩衝条件の下では、承認に基づく技術
およびレート制御技術は、ほぼ同じに働く。オーバーヘッドの問題を無視すると、実際の
トラヒックモデルを用いた状況では、承認方法の方が、移動局をより良く制御でき得る。
オーバーヘッドの問題を無視すると、承認方法の方が、異なるＱｏＳのストリームをより
良く制御でき得る。レート制御は、２つのタイプ、すなわち全移動局に１ビットを与える
専用レート制御のアプローチと、セクタごとに１ビットを使用する共通レート制御とに区
別され得る。これらの２つの種々のハイブリッドが、多数の移動局にレート制御ビットを
割り当て得る。共通レート制御のアプローチは、より少ないオーバーヘッドを要求し得る
。しかしながら、これは、より専用の制御方式と対比されると、移動局に対してより少な
い制御を与え得る。任意の一時点において伝送している移動局の数が低減すると、共通レ
ート制御方法と専用レート制御とは、互いに近付く。
【０００９】
　承認に基づく技術は、移動局の伝送レートを迅速に変更することができる。しかしなが
ら、承認のみに基づく技術は、連続的なレート変化があるときは、オーバーヘッドが大き
いという欠点をもち得る。同様に、レート制御のみの技術は、緩慢なランプアップ（ramp
-up）時間と、ランプアップ時間中のオーバーヘッドが等しい、またはより大きいという
欠点をもつ。
【発明の概要】
【００１０】
　どちらのアプローチも、オーバーヘッドの低減も、大きいまたは迅速なレート調節も行
わない。したがって、必要に応じて伝送レートを調節する能力をもつ、低減されたオーバ
ーヘッドの制御が、当技術において必要とされている。
【００１１】
　本明細書に開示されている実施形態は、必要に応じて伝送レートを調節する能力をもつ
、低減されたオーバーヘッドの制御の、当技術における必要に対処している。１つの態様
では、第１の信号は、復号されたサブパケットの確認応答と、レート制御コマンドが生成
されるかどうかを示し、第２の信号は、それが生成されるとき、レート制御コマンドを条
件付きで示す。別の態様では、承認は、確認応答と同時に生成され得る。さらに別の態様
では、移動局は、第１の信号を監視し、第１の信号によって示されるように、第２の信号
を条件付きで監視し、承認を含む第３の信号を監視し得る。さらに別の態様では、１つ以
上の基地局が、種々の信号の１つ以上を伝送する。種々の他の態様も提示される。これら
の態様は、承認に基づく制御の柔軟性を与え、一方でレート制御コマンドが使用されると
きに、より小さいオーバーヘッドを利用し、したがって、システムの利用を増加し、容量
およびスループットを増加する恩恵をもつ。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】多数のユーザを支援することができる無線通信システムの全体的なブロック図。
【図２】データ通信に適応したシステムにおいて構成される例示的な移動局および基地局
を示す図。
【図３】移動局または基地局のような無線通信デバイスのブロック図。
【図４】逆方向リンクデータ通信におけるデータおよび制御信号の例示的な実施形態を示
す図。
【図５】例示的な確認応答チャネルを示す図。
【図６】例示的なレート制御チャネルを示す図。
【図７】１つ以上の移動局からの要求および伝送に応答して容量を割り振るための、基地
局において展開可能な例示的な方法を示すフローチャート。
【図８】承認、確認応答、およびレート制御コマンドを生成する例示的な方法を示すフロ
ーチャート。
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【図９】移動局が、承認、確認応答、およびレート制御コマンドを監視し、応答する例示
的な方法を示すフローチャート。
【図１０】組み合された確認応答およびレート制御チャネルについての例示的な実施形態
のタイミング図。
【図１１】組み合された確認応答およびレート制御チャネルに、新しい承認を加えたもの
についての例示的な実施形態のタイミング図。
【図１２】組み合された確認応答およびレート制御チャネルについての、承認のない、例
示的な実施形態のタイミング図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　別途詳しく記載される例示的な実施形態は、通信システムにおいて通信される種々の確
認応答メッセージに関係して、１つ以上のデータレートを適切に制御または調節すること
によって、通信システム内の１つ以上の移動局によって共有される資源のような、共有資
源の割り振りを提供する。
【００１４】
　本明細書では、承認チャネル、確認応答チャネル、およびレート制御チャネルの使用を
組み合せて、承認に基づくスケジューリングとレート制御されるスケジューリングとの組
み合せを与える技術、およびその恩恵が開示される。種々の実施形態は、次の恩恵、すな
わち移動局の伝送レートの迅速な増加、移動局の伝送の迅速な停止、移動局のレートの低
オーバーヘッドの調節、低オーバーヘッドの移動局の伝送の確認応答、全体的な低オーバ
ーヘッド、および１つ以上の移動局からのストリームのサービス品質(ＱｏＳ)制御の１つ
以上を可能にし得る。
【００１５】
　本明細書に記載されている１つ以上の例示的な実施形態は、ディジタル無線データ通信
システムの文脈において示される。この文脈内での使用は好都合であるが、本発明の異な
る実施形態は、異なる環境または構成において取り入れられ得る。一般に、本明細書に記
載されている種々のシステムは、ソフトウエア制御のプロセッサ、集積回路、またはディ
スクリートな論理を使用して形成され得る。本出願の全体にわたって参照され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界
または磁性粒子、光学場または光学粒子、あるいはその組み合せよって都合良く表わされ
る。さらに加えて、各ブロック図内で示されているブロックは、ハードウエアまたは方法
のステップを表し得る。
【００１６】
　より具体的には、本発明の種々の実施形態は、電気通信工業会(Telecommunication Ind
ustry Association, TIA)および他の標準制定機構によって公表された種々の標準に概説
され、開示されている通信標準にしたがって動作する無線通信システムに取り入れられ得
る。このような標準は、ＴＩＡ／ＥＩＡ－９５、ＴＩＡ／ＥＩＡ－ＩＳ－２０００標準、
ＩＭＴ－２０００標準、ＵＮＩＴＳおよびＷＣＤＭＡ（登録商標）標準、ＧＳＭ（登録商
標）標準を含み、この全ては本明細書において参照によって取り入れられる。標準のコピ
ーは、ＴＩＡのＳｔａｎｄａｒｄｓ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｄｅｐａｒａｔｍ
ｅｎｔ(2500 Wilson Boulevard, Arlington, VA 22201, United States of America)に手
紙を書くことにより入手され得る。ＵＭＴＳ標準として一般に識別され、本明細書におい
て参照によって取り入れられた標準は、３ＧＰＰ Ｓｕｐｐｏｒｔ Ｏｆｆｉｃｅ(650 Rou
te des Lucioles-Sophia Antipolis, Valbonne-France)に連絡をとることによって入手さ
れ得る。
【００１７】
　図１は、1つ以上のＣＤＭＡ標準または設計、あるいはこの両者(例えば、Ｗ－ＣＤＭＡ
標準、ＩＳ－９５標準、ｃｄｍａ２０００標準、ＨＤＲ仕様、１ｘＥＶ-ＤＶシステム)を
支援するように設計され得る無線通信システム100の図である。別の実施形態では、シス
テム100は、ＣＤＭＡシステム以外の何れかの無線標準または設計も付加的に支援し得る
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。例示的な実施形態では、システム100は１ｘＥＶ-ＤＶシステムである。
【００１８】
　簡潔にするために、システム100は、３つの基地局104が２つの移動局106と通信してい
ることを示している。基地局およびその受信可能領域は、しばしば、まとめて“セル”と
呼ばれる。ＩＳ－９５、ｃｄｍａ２０００、または１ｘＥＶ-ＤＶシステムでは、例えば
、セルは１つ以上のセクタを含み得る。Ｗ－ＣＤＭＡの仕様では、基地局の各セクタおよ
びセクタの受信可能領域は、セルと呼ばれる。本明細書において使用されているように、
基地局（base station）という用語は、アクセスポイント（access point）またはノード
Ｂ（Node B）と相互に交換可能なように使用されることができる。移動局（mobile stati
on）という用語は、ユーザ装置(user equipment, UE)、加入者ユニット（subscriber uni
t）、加入者ステーション（subscriber station）、アクセス端末（access terminal）、
遠隔端末（remote terminal）、または当技術において既知の他の対応する用語と交換可
能なように使用されることができる。移動局という用語は、固定無線通信応用を含む。
【００１９】
　実施されるＣＤＭＡシステムに依存して、各移動局106は、移動局がソフトハンドオフ
するかどうかに依存して、所与の瞬間において、順方向リンク上で１つの(または、恐ら
くは、より多くの)基地局104と通信し、逆方向リンク上で１つ以上の基地局と通信するこ
とができる。順方向リンク(すなわち、ダウンリンク)は、基地局から移動局への伝送を指
し、逆方向リンク(すなわち、アップリンク)は、移動局から基地局への伝送を指す。
【００２０】
　本明細書に記載されている種々の実施形態は、逆方向リンク信号か、または逆方向リン
ク伝送を支援する順方向リンク信号を与えることに関し、いくつかの実施形態は、逆方向
リンク伝送の性質によく適し得るが、当業者には、移動局も、基地局も、本明細書に記載
されているように、データを伝送するように装備されることができ、本発明の態様がそれ
らの状況にも当てはまることが分かるであろう。“例示的（exemplary）”という用語は
、本明細書では、専ら、“例、事例、または実例として役立つこと”を意味するため使用
されている。本明細書において“例示的”と記載されている何れの実施形態も、他の実施
形態よりも好ましいまたは好都合であると必ずしも解釈されない。
【００２１】
　１ｘＥＶ-ＤＶの順方向リンクのデータ伝送
　１ｘＥＶ-ＤＶの提案に記載されているような、システム100は、一般に、４つのクラス
の順方向リンクチャネル、すなわち、オーバーヘッドチャネル、動的に変わるＩＳ－９５
およびＩＳ－２０００のチャネル、順方向パケットデータチャネル(Forward Packet Data
 Channel, F-PDCH)、並びにいくつかの予備のチャネルを含む。オーバーヘッドチャネル
の割り当ては、ゆっくりと変わり、例えば、何か月も変わらないことがある。それらは、
一般に、主要なネットワーク構成の変更があるときに変更される。動的に変わるＩＳ－９
５およびＩＳ－２０００チャネルは、呼ごとに割り振られるか、あるいはＩＳ－９５、ま
たはＩＳ－２０００ Ｒｅｌｅａｓｅ０ないしＢの音声およびパケットサービスに使用さ
れる。通常、オーバーヘッドチャネルおよび動的に変わるチャネルが割り当てられた後に
残っている使用可能な基地局の電力は、残りのデータサービスのためにＦ－ＰＤＣＨに割
り振られる。
【００２２】
　Ｆ－ＰＤＣＨは、ＩＳ－８５６標準のトラヒックチャネルと同様に、一度に各セル内の
１人または２人のユーザへデータを最高の支援可能なデータレートで送るのに使用される
。ＩＳ－８５６では、移動局へデータを伝送するとき、基地局の全電力およびウォルシュ
関数の全空間が使用可能である。しかしながら、１ｘＥＶ-ＤＶシステムでは、一部の基
地局の電力およびウォルシュ関数の一部は、オーバーヘッドチャネルと、既存のＩＳ－９
５およびｃｄｍａ２０００のサービスとに割り振られる。支援可能なデータレートは、主
として、オーバーヘッド、ＩＳ－９５、およびＩＳ－２０００のチャネルのための電力お
よびウォルシュ符号が割り当てられた後の、使用可能な電力およびウォルシュ符号に依存
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する。Ｆ－ＰＤＣＨ上で伝送されるデータは、１つ以上のウォルシュ符号を使用して拡散
される。
【００２３】
　1ｘＥＶ-ＤＶシステムでは、基地局は、一般に、Ｆ－ＰＤＣＨ上で一度に１つの移動局
へ伝送するが、多くのユーザは１つのセル内でパケットサービスを使用し得る。(２人の
ユーザへの伝送をスケジュールし、各ユーザに電力とウォルシュチャネルとを適切に割り
振ることによって、２人のユーザに伝送することも可能である)。順方向リンク伝送では
、移動局を、何れかのスケジューリングアルゴリズムに基づいて選択する。
【００２４】
　ＩＳ－８５６または１ｘＥＶ-ＤＶに類似したシステムでは、スケジューリングは、サ
ービスされている移動局からのチャネル品質のフィードバックに部分的に基づく。例えば
、ＩＳ－８５６では、移動局は、順方向リンクの品質を推定し、現在の状況において支援
できると予想される伝送レートを計算する。各移動局からの希望レートは、基地局へ伝送
される。スケジューリングアルゴリズムは、例えば、共有される通信チャネルをより効率
的に使用するために、比較的により高い伝送レートを支援する移動局を伝送のために選択
する。別の例として、１ｘＥＶ-ＤＶシステムでは、各移動局は、逆方向チャネル品質表
示チャネル(Reverse Channel Quality Indicator Channel, R-CQICH)上で、チャネル品質
推定値として、搬送波対干渉(Carrier-to-Interference, C/I)推定値を伝送する。スケジ
ューリングアルゴリズムは、伝送のために選択された移動局と、チャネル品質にしたがう
適切なレートおよび伝送フォーマットとを判断するのに使用される。
【００２５】
　既に記載したように、無線通信システム100は、ＩＳ－９５システムのように、多数の
ユーザが通信資源を同時に共有することを支援するか、ＩＳ－８５６システムのように、
一度に１人のユーザへ通信資源全体を割り振るか、または通信資源を配分し、両者のタイ
プのアクセスを可能にし得る。１ｘＥＶ-ＤＶシステムは、通信資源を両者のタイプのア
クセス間で分割するシステムの例であり、ユーザ要求にしたがって動的に配分を割り振る
。例示的な順方向リンクの実施形態は、今記載した。種々の例示的な逆方向リンクの実施
形態を、別途詳しく記載する。
【００２６】
　図２は、データ通信に適応したシステム100において構成されている例示的な移動局106
および基地局104を示している。基地局104および移動局106は、順方向および逆方向リン
ク上で通信することが示されている。移動局106は、受信サブシステム220において順方向
リンク信号を受信する。別途詳しく記載される、順方向データおよび制御チャネルを通信
する基地局104は、本明細書では、移動局106への供給局（serving station）と呼ばれ得
る。例示的な受信サブシステムは、図３を参照して別途詳しく記載される。供給基地局か
ら移動局106において受信された順方向リンク信号に対して、搬送波対干渉(C/I)が推定さ
れる。Ｃ／Ｉ測定値は、チャネル推定値として使用されるチャネル品質メトリックの一例
であり、別の実施形態では、別のチャネル品質メトリックを展開することができる。Ｃ/
Ｉ測定値は、基地局104内の送信サブシステム210に伝達され、その一例は、図３に関連し
て、別途より詳しく記載される。
【００２７】
　送信サブシステム210は、Ｃ/Ｉ推定値を、逆方向リンクによって伝達し、それは供給基
地局に伝達される。当技術において周知の、ソフトハンドオフの状況では、移動局から伝
送された逆方向リンク信号は、供給基地局以外の、本明細書において非供給基地局（non-
serving base station）と呼ばれる、１つ以上の基地局によって受信され得ることに注意
すべきである。基地局104内の受信サブシステム230は、移動局106からＣ/Ｉ情報を受信す
る。
【００２８】
　基地局104内のスケジューラ240は、データが供給セルの受信可能領域内の１つ以上の移
動局へ伝送されるかどうか、およびどのように伝送されるか判断するのに使用される。何
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れかのタイプのスケジューリングアルゴリズムを、本発明の範囲内で展開することができ
る。一例は、１９９７年２月１１日に出願された米国特許出願第０８／７９８，９５１号
（“METHOD AND APPARATUS FOR FORWARD LINK RATE SCHEDULING”）に開示されており、
これは、本発明の譲受人に譲渡されている。
【００２９】
　例示的な１ｘＥＶ-ＤＶの実施形態では、移動局から受信されたＣ/Ｉ測定値が、ある特
定のレートでデータを伝送できることを示すとき、順方向リンク伝送のための移動局が選
択される。システム容量に関して、共有される通信資源がその最大支援可能レートで常に
使用されるように、目標の移動局を選択することが好都合である。したがって、選択され
る通常の目標移動局は、最大の報告されたＣ/Ｉをもつものであり得る。他の要素も、ス
ケジューリングの決定に取り入れられ得る。例えば、最低のサービス品質は、種々のユー
ザに保証され得る。比較的により低いと報告されたＣ/Ｉをもつ移動局が、伝送のために
選択され、そのユーザへの最低データ転送レートを維持し得る。最高の報告されたＣ/Ｉ
をもたない移動局が、全ユーザ間である特定の公平基準を維持するために、伝送のために
選択され得る。
【００３０】
　例示的な１ｘＥＶ-ＤＶシステムでは、スケジューラ240は、伝送のための移動局と、さ
らに加えて、その伝送のためのデータレート、変調フォーマット、および電力レベルを判
断する。ＩＳ－８５６システムのような、別の実施形態では、例えば、測定されたチャネ
ル品質に基づいて、移動局において、支援可能なレート/変調フォーマットが決定される
ことができ、Ｃ/Ｉ測定値の代わりに、伝送フォーマットが、供給基地局へ伝送されるこ
とができる。当業者には、本発明の範囲内で展開することができる、支援可能なレート、
変調フォーマット、電力レベル、等の無数の組み合せが分かるであろう。さらに加えて、
本明細書に記載された種々の実施形態では、スケジューリングタスクは、基地局で行われ
るが、別の実施形態では、スケジューリング処理のいくつか、または全てが、移動局で行
われ得る。
【００３１】
　スケジューラ240は、選択されたレート、変調フォーマット、電力レベル、等を使用し
て、順方向リンク上で選択された移動局へ伝送するように、送信サブシステム250に命令
する。
【００３２】
　例示的な実施形態では、制御チャネル、すなわちＦ－ＰＤＣＣＨ上のメッセージは、デ
ータチャネル、すなわちＦ－ＰＤＣＨ上のデータと共に伝送される。制御チャネルは、Ｆ
－ＰＤＣＨ上のデータの受信移動局を識別し、さらに加えて、通信セッション中に有用な
他の通信パラメータを識別するのに使用されことができる。Ｆ－ＰＤＣＣＨが、ある移動
局が伝送の目標であることを示すと、その移動局はＦ－ＰＤＣＨからデータを受信し、復
調すべきである。移動局は、このようなデータの受信後に、逆方向リンク上で、伝送が成
功か、または失敗かを示すメッセージで応答する。当技術において周知の再送技術は、一
般にデータ通信システムにおいて展開される。
【００３３】
　移動局は、２つ以上の基地局と通信することができ、この状態は、ソフトハンドオフ（
soft handoff）として知られている。ソフトハンドオフは、１つの基地局(または、１つ
のベーストランシーバサブシステム(Base Transceiver Subsystem, BTS)からの多数のセ
クタ、並びに多数のＢＴＳからのセクタを含むこともあり、これは、よりソフトなハンド
オフ（softer handoff）として知られている。ソフトハンドオフの基地局セクタは、通常
、移動局のアクティブな組に記憶される。ＩＳ－９５、ＩＳ－２０００、または１ｘＥＶ
-ＤＶの対応する部分のシステムのような、同時に共有される通信資源システムでは、移
動局は、アクティブな組の中の全てのセクタから伝送された順方向リンク信号を組み合せ
得る。ＩＳ－８５６のようなデータのみのシステム、または１ｘＥＶ-ＤＶシステムの対
応する部分では、移動局は、アクティブな組内の１つの基地局、すなわち (Ｃ．Ｓ０００
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２．Ｃ標準に記載されているもののような、移動局選択アルゴリズムにしたがって判断さ
れる)供給基地局から順方向リンクデータ信号を受信する。他の順方向リンク信号(その例
は、別途さらに詳しく記載される)も、非供給基地局から受信され得る。
【００３４】
　移動局からの逆方向リンク信号は、多数の基地局において受信されることができ、逆方
向リンクの品質は、通常、アクティブな組内の基地局において維持される。多数の基地局
において受信される逆方向リンク信号は、組み合されることができる。一般に、異なって
位置する基地局からの逆方向リンク信号のソフトな組み合せは、ほとんど遅延のない、相
当なネットワーク通信帯域幅を必要とし、したがって、上述で示した例示的なシステムは
、それを支援しない。よりソフトなハンドオフでは、多数のセクタにおいて１つのＢＴＳ
において受信される逆方向リンク信号は、ネットワークのシグナリングなしに、組み合さ
れることができる。何れかのタイプの逆方向リンク信号の組み合せが、本発明の範囲内で
展開され得るが、既に記載された例示的なシステムでは、逆方向リンクの電力制御が、逆
方向リンクフレームが１つのＢＴＳにおいて適切に復号されるように、品質を維持する(
スイッチングダイバーシティ)。
【００３５】
　逆方向リンクデータ伝送は、システム100でも実行され得る。上述の受信および送信サ
ブシステム210ないし230、および250は、順方向リンク上で制御信号を送って、逆方向リ
ンク上でデータ伝送を方向付けるように展開され得る。移動局106は、逆方向リンク上で
も制御情報を伝送し得る。１つ以上の基地局104と通信する種々の移動局106は、種々のア
クセス制御およびレート制御技術（それらの例は、別途詳しく記載される）に応じて、共
有通信資源にアクセスし得る(すなわち、逆方向リンクチャネルは、１ｘＥＶ-ＤＶでは、
可変に割り振られ、ＩＳ－８５６では、固定で割り振られ得る)。スケジューラ240は、逆
方向リンク資源の割り振りを判断するために展開され得る。逆方向リンクのデータ通信の
ための例示的な制御およびデータ信号は、別途詳しく記載される。
【００３６】
　例示的な基地局および移動局の実施形態
　図３は、移動局106または基地局104のような無線通信デバイスのブロック図である。こ
の例示的な実施形態に示されているブロックは、概ね、基地局104または移動局106の何れ
かに含まれている構成要素のサブセットである。当業者は、図３に示されている実施形態
を、任意の数の基地局または移動局の構成で使用するために容易に適応させるであろう。
【００３７】
　信号は、アンテナ310で受信され、受信機320に伝達される。受信機320は、上述で示さ
れた標準のような、１つ以上の無線システム標準にしたがって処理を行う。受信機320は
、無線周波数(Radio Frequency, RF)対ベースバンド変換、増幅、アナログ対ディジタル
変換、フィルタリング、等のような種々の処理を行う。受信のための種々の技術は、当技
術において知られている。受信機320は、デバイスがそれぞれ移動局または基地局である
とき、順方向または逆方向リンクのチャネル品質を測定するのに使用され得るが、個別の
チャネル品質推定器335が、説明を分かり易くするために、別途詳しく示される。
【００３８】
　受信機320からの信号は、1つ以上の通信標準にしたがって、復調器325において復調さ
れる。例示的な実施形態では、１ｘＥＶ-ＤＶの信号を復調できる復調器が、展開される
。別の実施形態では、別の標準が支援され、実施形態は、多数の通信フォーマットを支援
し得る。復調器330は、レーキ(ＲＡＫＥ)受信、等化、組み合せ、デインターリービング
、復号、および受信信号のフォーマットによって要求される種々の他の機能を行い得る。
種々の復調技術が、当技術において知られている。基地局104では、復調器325は、逆方向
リンクにしたがって復調するであろう。移動局106では、復調器325は、順方向リンクにし
たがって復調するであろう。本明細書に記載されているデータチャネルおよび制御チャネ
ルの両者は、受信機320および復調器325において受信され、復調されることができるチャ
ネルの例である。既に記載されたように、順方向データチャネルの復調は、制御チャネル
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上での信号伝送にしたがって行われるであろう。
【００３９】
　メッセージ復号器330は、復調されたデータを受信し、それぞれ順方向リンクあるいは
逆方向リンク上で移動局106あるいは基地局104に宛てられた信号またはメッセージを抽出
する。メッセージ復号器330は、システム上での(音声またはデータセッションを含む)呼
の設定、維持、および切断に使用される種々のメッセージを復号する。メッセージは、順
方向データチャネルの復調のために使用されるＣ/Ｉ測定値、電力制御メッセージ、また
は制御チャネルメッセージのような、チャネル品質表示を含み得る。それぞれ逆方向また
は順方向リンク上で伝送される種々のタイプの制御メッセージは、基地局104または移動
局106の何れかで復号され得る。例えば、それぞれ移動局または基地局において生成する
ための逆方向リンクデータ伝送をスケジュールするための要求メッセージおよび承認メッ
セージは、別途記載される。種々の他のメッセージタイプが、当技術において知られてお
り、支援される種々の通信標準において特定され得る。メッセージは、プロセッサ350へ
伝達され、後の処理で使用される。説明を分かり易くするために、ディスクリートなブロ
ックが示されているが、メッセージ復号器330の機能のいくつか、または全ては、プロセ
ッサ350内で実行され得る。その代わりに、復調器325が、ある特定の情報を復号し、それ
 (例えば、ＡＣＫ/ＮＡＫまたは電力制御アップ／ダウンコマンドのような１ビットのメ
ッセージ)を直接にプロセッサ350に送ってもよい。本明細書に開示されている実施形態で
使用される種々の信号およびメッセージは、別途さらに詳しく記載される。
【００４０】
　チャネル品質推定器335は、受信機320に接続され、本明細書に記載されている手続きで
使用する種々の電力レベル推定を行うため、および復調のような、通信において使用され
る種々の他の処理に使用される。移動局106では、Ｃ/Ｉ測定が行われ得る。さらに加えて
、システム内で使用される信号またはチャネル測定値は、所与の実施形態のチャネル品質
推定器335において測定され得る。基地局104または移動局106では、受信パイロット電力
のような信号強度の推定を行うことができる。チャネル品質推定器335は、単に説明を分
かり易くするために、ディスクリートなブロックとして示されている。このようなブロッ
クは、受信機320または復調器325のような別のブロック内に組込まれるのが、一般的であ
る。推定されている信号またはシステムタイプに依存して、種々のタイプの信号強度推定
を行うことができる。通常、チャネル品質推定器335の代わりに、本発明の範囲内の、何
れかのタイプのチャネル品質メトリック推定ブロックを展開することができる。基地局10
4では、チャネル品質推定は、別途さらに記載されるように、スケジューリング、または
逆方向リンク品質の判断において使用されるプロセッサ350に伝達される。チャネル品質
推定は、電力アップまたはダウン制御コマンドが、順方向または逆方向リンク電力を希望
の設定点に駆動するのに必要とされるかどうかを判断するのに使用され得る。希望の設定
点は、外部ループ電力制御装置機構で判断され得る。
【００４１】
　信号は、アンテナ310を介して伝送される。伝送信号は、既に記載されたもののような
、１つ以上の無線システム標準にしたがって、送信機370においてフォーマットされる。
送信機370内に含まれ得る構成要素の例は、増幅器、フィルタ、ディジタル対アナログ(di
gital-to-analog, D/A)変換器、無線周波数(ＲＦ)変換器、等である。伝送データは、変
調器365によって送信機370に与えられる。データおよび制御チャネルは、種々のフォーマ
ットにしたがって、伝送のためにフォーマットされることができる。順方向リンクデータ
チャネル上の伝送データは、Ｃ/Ｉまたは他のチャネル品質測定値にしたがうスケジュー
リングアルゴリズムによって示されたレートおよび変調フォーマットにしたがって、変調
器365においてフォーマットされ得る。既に記載されたスケジューラ240のような、スケジ
ューラは、プロセッサ350内に存在し得る。同様に、送信機370は、スケジューリングアル
ゴリズムにしたがう電力レベルで伝送するように指示され得る。変調器365に組み入れら
れ得る構成要素の例は、種々のタイプの符号器、インターリーバ、拡散器、および変調器
を含む。１ｘＥＶ-ＤＶシステム上で展開するのに適した、例示的な変調フォーマットお
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よびアクセス制御を含む、逆方向リンクの設計も、別途記載される。
【００４２】
　本明細書に記載されているように、メッセージ生成器360は、種々のタイプのメッセー
ジを準備するために使用され得る。例えば、Ｃ/Ｉメッセージは、移動局において逆方向
リンク上で伝送するために生成され得る。種々のタイプの制御メッセージは、順方向リン
クまたは逆方向リンク上の伝送するために、基地局104または移動局106の何れかでそれぞ
れ生成され得る。例えば、それぞれ、移動局または基地局で生成する逆方向リンクデータ
の伝送をスケジュールするための要求メッセージおよび承認メッセージが、別途記載され
る。
【００４３】
　復調器325において受信され、復調されたデータは、プロセッサ350に伝達され、音声ま
たはデータ通信に使用され、種々の他の構成要素へも伝達され得る。同様に、伝送データ
は、プロセッサ350から、変調器365および送信機370に導かれ得る。例えば、プロセッサ3
50、あるいは無線通信デバイス104または106に含まれている別のプロセッサ(図示されて
いない)上には、種々のデータアプリケーションが存在し得る。基地局104は、図示されて
いない他の装置によって、インターネット(図示されていない)のような１つ以上の外部ネ
ットワークに接続され得る。移動局106は、ラップトップコンピュータ(図示されていない
)のような外部デバイスへのリンクを含み得る。
【００４４】
　プロセッサ350は、汎用マイクロプロセッサ、ディジタル信号プロセッサ(digital sign
al processor, DSP)、または特殊用途プロセッサであり得る。プロセッサ350は、受信機3
20、復調器325、メッセージ復号器330、チャネル品質推定器335、メッセージ生成器360、
変調器365、または送信機370の機能のいくつか、または全て、並びに無線通信デバイスに
よって要求される他の処理を行い得る。プロセッサ350は、専用のハードウエアと接続さ
れ、これらのタスクを支援し得る(詳細は、示されていない)。外部で接続されたラップト
ップコンピュータまたはネットワークへの接続のような、データまたは音声アプリケーシ
ョンは、無線通信デバイス104または106(図示されていない)内の追加のプロセッサ上で実
行されるか、またはプロセッサ350自体の上で実行され得る。プロセッサ350は、メモリ35
5に接続され、メモリ355は、本明細書に記載された種々の手続きおよび方法を行うための
命令およびデータを記憶するために使用されることができる。当業者は、メモリ355は、
種々のタイプの１つ以上のメモリ構成要素で構成され、それらは、全体的に、あるいは部
分的にプロセッサ350内に埋め込まれ得ることが分かるであろう。
【００４５】
　一般的なデータ通信システムは、種々のタイプの１本以上のチャネルを含み得る。より
具体的には、１本以上のデータチャネルが展開されるのが一般的である。１本以上の制御
チャネルが展開されるのも一般的であるが、データチャネル上にバンド内制御シグナリン
グを含んでもよい。例えば、１ｘＥＶ-ＤＶシステムでは、順方向パケットデータ制御チ
ャネル(Forward Packet Data Control Channel, F-PDCCH)および順方向パケットデータチ
ャネル(Forward Packet Data Channel, F-PDCH)は、それぞれ、順方向リンク上での制御
およびデータのために定められている。逆方向リンクデータ伝送のための種々の例示的な
チャネルを次に詳しく記載する。
【００４６】
　１ｘＥＶ-ＤＶの逆方向リンクの設計の検討
　このセクションでは、無線通信システムの逆方向リンクの例示的な実施形態の設計にお
いて検討される種々の要素が記載される。次のセクションにおいてさらに詳しく記載され
ている実施形態の多くにおいて、１ｘＥＶ-ＤＶ標準と関係付けられる信号、パラメータ
、および手続きが使用される。本明細書に記載されている態様の各々、およびその組み合
せが、本発明の範囲内の任意の数の通信システムに適用され得るように、この標準は、例
示のためにのみ記載される。このセクションは、本発明の種々の態様を網羅しているわけ
ではないが、その部分的な要約として役立つ。例示的な実施形態は、追加の態様が記載さ
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れる後のセクションの中でさらに詳しく記載される。
【００４７】
　多くの場合において、逆方向リンクの容量は、干渉制限される。基地局は、種々の移動
局のサービス品質(ＱｏＳ)要件にしたがって、スループットを最大化する効率的な使用の
ために、使用可能な逆方向リンクの通信資源を移動局に割り振る。
【００４８】
　逆方向リンク通信資源の使用を最大化することは、いくつかの要素を含む。検討すべき
１つの要素は、各々が任意の所与の時間において異なるチャネル品質を経験し得る、種々
の移動局からのスケジュールされた逆方向リンク伝送の混合である。全スループット(セ
ル内の全移動局によって伝送される集合体データ)を増加するために、逆方向リンクデー
タが送られるときは常に、全逆方向リンクが完全に使用されることが望ましい。使用可能
な容量を満たすために、移動局は、それらが支援できる最高レートでアクセスを承認され
、容量に達するまで、追加の移動局がアクセスを承認され得る。基地局が、スケジュール
する移動局を決定するときに検討し得る１つの要素は、各移動局が支援できる最高レート
、および各移動局が送らなければならないデータ量である。より高いスループットが可能
な移動局が、より高いスループットを支援しないチャネルをもつ別の移動局の代わりに、
選択され得る。
【００４９】
　検討される別の要素は、各移動局によって要求されるサービス品質である。１つの移動
局へのアクセスを、そのチャネルが改善するだろうということを期待して、より良い位置
にある移動局を選択するのを選ぶ代わりに、遅らせることは許され得るが、最低のサービ
ス品質の保証を満たすために、次善の移動局へのアクセスが承認される必要があるかもし
れない。したがって、スケジュールされるデータのスループットは、絶対最大値でなく、
むしろ、チャネル条件、使用可能な移動局の伝送電力、およびサービス要件を考慮して最
大化され得る。選択された混合の信号対雑音比を低減する任意の構成が望ましい。
【００５０】
　移動局が逆方向リンク上でデータを伝送することを可能にする種々のスケジューリング
機構が、別途記載される。逆方向リンク伝送の１つのクラスは、移動局が逆方向リンク上
での伝送を要求することを含む。基地局は、要求に適応するのに、資源が使用可能である
かどうかを判断する。伝送を許可する承認が行われ得る。移動局と基地局との間のこのハ
ンドシェークは、逆方向リンクのデータの伝送が可能になる前に、遅延を取り込む。逆方
向リンクデータのある特定のクラスでは、遅延を許容できる。他のクラスは、遅延により
敏感である可能性があり、遅延を軽減するための逆方向リンク伝送の別の技術が、別途詳
しく記載される。
【００５１】
　さらに加えて、逆方向リンク資源は、伝送要求をするために費やされ、順方向リンク資
源は、要求に応答する、すなわち承認を伝送するために費やされる。移動局のチャネル品
質が低い、すなわち低い幾何学的配置（low geometry）または深いフェージングのとき、
移動局に到達する順方向リンクに対して要求される電力が、比較的に高いことがある。逆
方向リンクデータ伝送に必要な要求および承認の要求伝送電力の数値を低減する種々の技
術が、別途詳しく記載される。
【００５２】
　要求/承認のハンドシェークによって取り込まれる遅延を回避するために、およびそれ
らを支援するのに必要な順方向および逆方向リンク資源を節約して使うために、自律の逆
方向リンク伝送モードが支援される。移動局は、要求を行うことも、または承認を待つこ
ともなく、逆方向リンク上で制限されたレートでデータを伝送し得る。
【００５３】
　承認にしたがって、または承認のオーバーヘッドなく、自律的に、伝送する移動局の伝
送レートを修正することも望ましいであろう。これを達成するために、自律の、および要
求/承認に基づくスケジューリングと共に、レート制御コマンドが実施され得る。例えば
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、コマンドの組は、現在の伝送レートを増加、低減、および不変に保持するコマンドを含
み得る。このようなレート制御コマンドは、各移動局へ個々に、または移動局のグループ
へアドレス指定可能であり得る。種々の例示的なレート制御コマンド、チャネル、および
信号は、別途さらに詳しく記載される。
【００５４】
　基地局は、１つ以上の移動局に逆方向リンク容量の一部を割り振る。アクセスを承認さ
れる移動局は、最大電力レベルを与えられる。本明細書に記載された例示的な実施形態で
は、逆方向リンク資源はトラヒック対パイロット(Traffic to Pilot, T/P)比を使用して
割り振られる。各移動局のパイロット信号は、電力制御によって適応できるように制御さ
れるので、Ｔ/Ｐ比の指定は、逆方向リンク上でデータを伝送するのに使用される使用可
能な電力を示す。基地局は、1つ以上の移動局へ特定の承認を行って、各移動局に特定の
Ｔ/Ｐ値を示す。また、基地局は、アクセスを要求された、残りの移動局へ共通の承認を
行い、これらの残りの移動局が伝送することを許される最大Ｔ/Ｐ値を示す。自律のスケ
ジュールされた伝送、個別および共通の承認、並びにレート制御は、さらに詳しく別途記
載される。
【００５５】
　種々のスケジューリングアルゴリズムは、当技術において知られており、開発されるこ
とはまだ他にあり、それは、承認のための種々の特定および共通のＴ/Ｐ値、さらに加え
て、登録された移動局の数にしたがう希望のレート制御コマンド、移動局による自律伝送
の確率、未解決の要求の数およびサイズ、承認に対する予想平均応答、並びに他の要素の
数を判断するのに使用され得る。１つの例において、選択は、要求する移動局の組からの
サービス品質(ＱｏＳ)の優先度、効率、および達成可能なスループットに基づいて行われ
る。１つの例示的なスケジューリング技術は、２００３年８月２８日に出願された現在審
査中の米国特許出願第１０／６５１，８１０号（“SYSTEM AND METHOD FOR A TIME-SCALA
BLE PRIORITY-BASED SCHEDULER”）に開示されており、これは、本発明の譲受人に譲渡さ
れている。追加の参考文献は、米国特許第５，９１４，９５０号（“METHOD AND APPARAT
US FOR REVERSE LINK RATE SCHEDULING”）、および同じ発明の名称の米国特許第５，９
２３，９５０号（“METHOD AND APPARATUS FOR REVERSE LINK RATE SCHEDULING”）を含
み、両者は本発明の譲受人に譲渡されている。
【００５６】
　移動局は、１つ以上のサブパケットを使用して、データパケットを伝送し、各サブパケ
ットは完全なパケット情報を含む(種々の符号化または冗長が、種々のサブパケットの全
体にわたって展開され得るので、各サブパケットは必ずしも同一に符号化されない)。再
送技術は、確実な伝送を保証するように展開され、例えば、自動反復要求(Automatic Rep
eat reQuest, ARQ)がある。したがって、第１のサブパケットが(例えば、ＣＲＣを使用し
て)誤りなく受信されると、肯定の確認応答(positive Acknowledgement, ACK)が移動局へ
送られ、追加のサブパケットは送られない(各サブパケットは、１つの形式または別の形
式で、パケット情報全体を含むことを再び確認する)。第１のサブパケットが正しく受信
されないときは、否定の確認応答(Negative Acknowledgement, NAK)信号が、移動局へ送
られ、第２のサブパケットが伝送されることになる。基地局は、２つのサブパケットのエ
ネルギを組み合せて、復号することを試みることができる。処理は無期限に繰り返され得
るが、サブパケットの最大数を特定するのが一般的である。本明細書に記載された例示的
な実施形態では、４つまでのサブパケットが伝送され得る。したがって、追加のサブパケ
ットが受信されるとき、正確に受信する確率が高くなる。ＡＲＱ応答、レート制御コマン
ド、および承認を組み合せて、伝送レートにおける柔軟性の希望レベルを許容オーバーヘ
ッドレベルで与える種々のやり方が、別途詳しく記載される。
【００５７】
　今記載したように、移動局は、短い待ち時間でデータを伝送する自律転送を使用するか
、またはより高いレートの転送を要求して、共通または特定の承認を待つかの決定におい
て、待ち時間とスループットとの折り合いを付け得る。さらに加えて、所与のＴ/Ｐにお
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いて、移動局は、待ち時間またはスループットに適したデータレートを選択し得る。例え
ば、伝送するためのビットが比較的に少ない移動局は、短い待ち時間が望ましいと決定し
得る。使用可能なＴ/Ｐ(この例では、恐らくは自律伝送の最大値であるが、特定または共
通の承認のＴ/Ｐでもあり得る)において、移動局は、基地局が第１のサブパケットを正確
に受信する確率が高くなるような、レートおよび変調フォーマットを選択し得る。再送は
、必要であれば、使用可能であるだろうが、この移動局はそのデータビットを１つのサブ
パケットで伝送できる可能性が高い。本明細書に記載されている種々の例示的な実施形態
では、各サブパケットは５ミリ秒で伝送される。したがって、この例では、移動局は、直
ちに自律転送を行い、これは、基地局において、５ミリ秒の間隔の後で受信される可能性
が高い。その代わりに、移動局は、追加のサブパケットの使用可能性を使用して、所与の
Ｔ/Ｐで伝送されるデータ量を増加してもよいことに注意すべきである。したがって、移
動局は、自律転送を選択して、要求および承認と関係付けられる待ち時間を低減すること
も、さらに加えて、要求されるサブパケット数(したがって、待ち時間)を最小化する特定
のＴ/Ｐに対するスループットを与えることもできる。全てのサブパケットが選択されて
も、自律転送は、比較的に少数のデータ転送を要求および承認するよりも、短い待ち時間
になるであろう。当業者には、伝送されるデータの量が増えると、伝送するための多数の
パケットが必要になり、要求および承認に伴う不利は、多数のパケット全体における、よ
り高いデータレートの増加したスループットによって最後的に相殺されることになるので
、要求および承認のフォーマットに切り換えることによって、全体的な待ち時間が低減さ
れ得ることが分かるであろう。このプロセスは、種々のＴ/Ｐ割り当てに関係付けられる
ことができる伝送レートおよびフォーマットの例示的な組を用いて、別途さらに詳しく記
載される。
【００５８】
　逆方向リンクのデータ伝送
　逆方向リンク設計の１つの目標は、伝送されるべき逆方向リンクデータがある限り、基
地局における温度による上昇(Rise-over-Thermal, RoT)を比較的に一定に維持することで
あり得る。逆方向リンクデータチャネル上での伝送は、３つの異なるモードで処理される
。
【００５９】
　自律伝送：この場合は、短い遅延を要求するトラヒックに使用される。移動局は、供給
基地局(すなわち、移動局がそのチャネル品質表示(Channel Quality Indicator, CQI)を
宛てる基地局)によって判断される、ある特定の伝送レートまでで、直ちに伝送すること
を許される。供給基地局は、スケジューリング基地局、または承認基地局とも呼ばれる。
自律伝送のための最大許容伝送レートは、システムの負荷、輻輳、等に動的に基づいて、
供給基地局によって知らされ得る。
【００６０】
　スケジュールされた伝送：移動局は、その緩衝サイズの推定値、使用可能な電力、およ
び恐らくは、他のパラメータを送る。基地局は、移動局が伝送することを許されるときを
判断する。スケジューラの目標は、同時通信の数を制限し、それにより、移動局間の干渉
を低減することである。スケジューラは、セル間領域内の移動局に、より低いレートで伝
送させて、隣り合うセルへの干渉を低減することと、Ｒ－ＦＣＨ上の音声品質、Ｒ－ＣＱ
ＩＣＨ上のＤＶのフィードバック、および確認応答(Ｒ－ＡＣＫＣＨ)、さらに加えて、シ
ステムの安定性を保護するために、ＲｏＴをしっかりと制御することを試み得る。
【００６１】
　レート制御された伝送：移動局が、スケジュールされて（すなわち、承認されて）、ま
たは自律的に伝送しても、基地局はレート制御コマンドによって伝送レートを調節し得る
。例示的なレート制御コマンドは、現在のレートの増加、低減、および保持を含む。追加
のコマンドは、レート変更がどのくらい実施されるか(すなわち、増加または低減量)を特
定する追加のコマンドが含まれ得る。レート制御コマンドは、確率的であるか、または確
定的であり得る。
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【００６２】
　本明細書に詳しく記載された種々の実施形態は、無線通信システムの逆方向リンクのス
ループット、容量、および全体的なシステムの性能を向上するように設計された１つ以上
の特徴を含む。例示のみのために、１ｘＥＶ-ＤＶシステムのデータ部分、とくに、拡張
逆方向補助チャネル(Reverse Supplemental Channel, R-ESCH)上での種々の移動局による
伝送の最適化を記載する。このセクションでは、例示的な実施形態の１つ以上において使
用されている種々の順方向および逆方向リンクチャネルが詳しく記載される。これらのチ
ャネルは、一般に通信システムにおいて使用されるチャネルのサブセットである。
【００６３】
　図４は、逆方向リンクデータ通信のためのデータおよび制御信号の例示的な実施形態を
示す。移動局106は、種々のチャネルによって通信し、各チャネルは１つ以上の基地局104
Ａ-104Ｃに接続されることが示されている。基地局104Ａは、スケジューリング基地局と
して示されている。他の基地局104Ｂおよび104Ｃは、移動局106のアクティブな組の一部
である。４つのタイプの逆方向リンク信号と、４つのタイプの順方向リンク信号とがある
。次に、それらを記載する。
【００６４】
　Ｒ－ＲＥＱＣＨ
　移動局は、逆方向要求チャネル(Reverse Request Channel, R-REQCH)を使用して、スケ
ジューリング基地局から、データの逆方向リンク伝送を要求する。例示的な実施形態では
、要求は、Ｒ－ＥＳＣＨ(別途詳しく記載される)上で伝送される。例示的な実施形態では
、Ｒ－ＲＥＱＣＨ上の要求は、移動局が支援できるＴ/Ｐ比、変化するチャネル条件にし
たがう変数、および緩衝サイズ(すなわち、伝送を待つデータ量)を含む。また、その要求
は、伝送を待っているデータのサービス品質(ＱｏＳ)を指定し得る。移動局は、その移動
局のために特定された１つのＱｏＳレベルか、または、その代わりに、異なるタイプのサ
ービスオプションのための異なるＱｏＳレベルをもち得ることに注意すべきである。より
高い層のプロトコルは、ＱｏＳ、または種々のデータサービスのための他の希望のパラメ
ータ(例えば、待ち時間またはスループット要件)を示し得る。別の実施形態では、逆方向
専用制御チャネル(Ｒ－ＤＣＣＨ)は、(例えば、音声サービスに使用される)逆方向基本チ
ャネル(Reverse Fundamental Channel, R-FCH)のような他の逆方向リンク信号と共に使用
されアクセス要求を行うのに使用され得る。概して、アクセス要求は、論理チャネル、す
なわち、逆方向スケジュール要求チャネル(Reverse Schedule Request Channel, R-SRCH)
を含み、これは、Ｒ－ＤＣＣＨのような、何れかの既存の物理チャネル上にマップされ得
ると記載され得る。例示的な実施形態は、ＩＳ－２０００の改訂（Revision）Ｃのような
既存のＣＤＭＡシステムと後方互換性があり、Ｒ－ＲＥＱＣＨは、Ｒ－ＦＣＨまたはＲ－
ＤＣＣＨの何れかがないときに展開されることができる物理チャネルである。分かり易く
するために、Ｒ－ＲＥＱＣＨという用語は、本明細書の実施形態の記載においてアクセス
要求チャネルを記載するのに使用されるが、当業者は、アクセス要求チャネルが、論理的
であるか、物理的であるかにかかわらず、その原理を任意のタイプのアクセス要求システ
ムに容易に拡張するであろう。Ｒ－ＲＥＱＣＨは、 要求が必要とされるまで、ゲート制
御をオフされ、干渉を低減し、システム容量を保存し得る。
【００６５】
　例示的な実施形態では、Ｒ－ＲＥＱＣＨは、１２入力ビットをもち、これは、次に示す
もの、すなわち、移動局が支援できる最大のＲ－ＥＳＣＨのＴ/Ｐ比を特定する４ビット
、移動局の緩衝におけるデータ量を特定する４ビット、およびＱｏＳを特定する４ビット
から構成されている。当業者は、別の実施形態には、任意の数のビットおよび種々の他の
フィールドが含まれ得ることが分かるであろう。
【００６６】
　Ｆ－ＧＣＨ
　順方向承認チャネル(Forward Grant Channel, F-GCH)は、スケジューリング基地局から
移動局へ伝送される。Ｆ－ＧＣＨは、多数のチャネルで構成され得る。例示的な実施形態
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では、共通のＦ－ＧＣＨチャネルは、共通の承認を行うために展開され、１つ以上の個別
のＦ－ＧＣＨチャネルは、個別の承認を行うために展開される。承認は、スケジューリン
グ基地局によって、各Ｒ－ＲＥＱＣＨ上の１つ以上の移動局からの１つ以上の要求に応答
して行われる。承認チャネル（grant channel）は、ＧＣＨｘと示され、添字ｘは、チャ
ネル数を識別する。チャネル数０は、共通の承認チャネルを示すのに使用され得る。Ｎ本
の個別のチャネルが展開されるとき、添字ｘは、１からＮの範囲にわたり得る。
【００６７】
　個別の承認が１つ以上の移動局に対して行われ、その各々は、識別された移動局が、特
定されたＴ/Ｐ比以下でＲ－ＥＳＣＨ上で伝送することを許可する。順方向リンクを許可
すると、当然、幾らかの順方向リンク容量を使用するオーバーヘッドを取り入れることに
なる。承認に関係付けられるオーバーヘッドの軽減に対する種々のオプションは、本明細
書に詳しく記載され、他のオプションは、本明細書において教示に照らして、当業者に明
らかになるであろう。
【００６８】
　各移動局が変動するチャネル品質を経験するように、移動局が置かれることについて検
討する。したがって、例えば、好適な順方向および逆方向リンクチャネルをもつ高い幾何
学的配置の移動局は、承認信号に対して比較的低い電力を必要とし、高いデータレートを
使用できる可能性が高く、したがって、個別の承認にとって望ましい。低い幾何学的配置
の移動局、すなわちより深いフェージングを経験するものは、個別の承認を確実に受信す
るために、相当により大きい電力を必要とし得る。このような移動局は、個別の承認に対
する最良の候補ではない可能性がある。別途詳しく記載される、この移動局に対する共通
の承認は、順方向リンクのオーバーヘッドにおいてよりコスト安であり得る。
【００６９】
　例示的な実施形態では、多くの個別のＦ－ＧＣＨチャネルは、特定の時間において対応
する数の個別の承認を与えるように展開される。Ｆ－ＧＣＨチャネルは、符号分割多重化
される。これは、特定の意図された移動局に単に到着するのに必要とされる電力レベルで
各承認を伝送する能力を助ける。別の実施形態では、１本の個別の承認チャネルは、時分
割多元された個別の承認の数で展開され得る。時分割多重化された個別のＦ－ＧＣＨに対
する各承認の電力を変えることは、複雑さを追加し得る。共通または個別の承認を伝達す
るためのシグナリング技術が、本発明の範囲内で展開され得る。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、比較的に多数の個別の承認チャネル(すなわち、Ｆ－ＧＣＨ)
が、一度に比較的に多数の個別の承認を可能にするために展開される。このような場合は
、各移動局が監視しなければならない個別の承認チャネルの数を制限することが望ましい
であろう。１つの例示的な実施形態では、個別の承認チャネルの総数の種々のサブセット
が定められる。各移動局は、監視するための個別の承認チャネルのサブセットを割り当て
られる。これは、移動局が処理の複雑さを低減し、対応して、電力消費量を低減すること
を可能にする。スケジューリング基地局が、個別の承認の組を任意に割り当てることがで
きないことあるので(例えば、設計によって、単一のグループのメンバは個別の承認チャ
ネルの１本以上を監視しないので、全ての個別の承認をそのメンバに対して行うことはで
きない)、スケジューリングの柔軟性に対して折り合いがとられる。この柔軟性の損失は
、必ずしも容量の損失に帰着しないことに注意すべきである。説明のために、４本の個別
の承認チャネルを含む例を検討する。偶数の番号が付けられた移動局は、最初の２本の承
認チャネルを監視するために割り当てられ、奇数の番号が付けられた移動局は、最後の２
本を監視するために割り当てられ得る。別の例では、偶数の移動局が最初の３本の承認チ
ャネルを監視し、奇数の移動局が最後の３本の承認チャネルを監視するように、サブセッ
トがオーバーラップすることがある。スケジューリング基地局が、１つの何れかのグルー
プ(偶数または奇数)から４つの移動局を任意に割り当てることができないことは明らかで
ある。これらの例は、単なる例示である。サブセットの何れかの構成をもつ何れかの数の
チャネルが、本発明の範囲内で展開され得る。
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【００７１】
　要求したが、個別の承認を受信していない残りの移動局は、共通の承認を使用するＲ－
ＥＳＣＨ上での伝送の許可を与えられ得る。これは、残りの移動局の各々がしたがわなけ
ればならない最大のＴ/Ｐ比を特定する。共通のＦ－ＧＣＨは順方向共通承認チャネル(Fo
rward Common Grant Channel, F-CGCH)とも呼ばれ得る。移動局は、１本以上の個別の承
認チャネル(または、そのサブセット)と、さらに加えて、共通のＦ－ＧＣＨとを監視する
。個別の承認を与えられないときは、移動局は、共通の承認が発行されるときに、伝送し
得る。共通の承認は、残りの移動局(共通の承認移動局)が、ある特定のタイプのＱｏＳで
、データを伝送し得る最大のＴ/Ｐ比を示す。
【００７２】
　例示的な実施形態では、各共通の許可は、多数のサブパケットの伝送間隔において有効
である。共通の承認を受信すると、要求を送ったが、個別の承認を得ていない移動局は、
後の伝送間隔内で１つ以上の符号器パケットを伝送し始めることができる。承認情報は、
多数回反復され得る。これは、共通の承認が、個別の承認を基準にして、低減された電力
レベルで伝送されることを可能にする。各移動局は、多数の伝送からのエネルギを組み合
せて、共通の承認を確実に復号し得る。したがって、例えば、個別の承認が、順方向リン
クの容量に関して過度にコスト高であると考えられるとき、低い幾何学的配置の移動局は
、共通の承認を選択し得る。しかしながら、共通の承認は、それでもオーバーヘッドを要
求し、このオーバーヘッドを低減する種々の技術は、別途詳しく記載される。
【００７３】
　Ｆ－ＧＣＨは、基地局によって各移動局へ送られ、基地局は新しいＲ－ＥＳＣＨのパケ
ットの伝送をスケジュールする。これは、輻輳制御が必要になった場合に、符号器パケッ
トの伝送または再送中に送られ、移動局に、符号器パケットの後のサブパケットにおける
その伝送のＴ/Ｐ比を修正させる。
【００７４】
　例示的な実施形態では、共通の承認は、１２ビットから成り、３ビットのタイプフィー
ルドを含み、次の９ビットのフォーマットを特定する。残りのビットは、このタイプフィ
ールドに特定されている移動局の３つのクラスの最大許容Ｔ/Ｐ比を示し、３ビットは、
各クラスの最大許容Ｔ/Ｐ比を示す。移動体のクラスは、ＱｏＳの要件または他の基準に
基づき得る。種々の他の共通の承認フォーマットが、構想され、当技術において普通の技
能をもつ者には容易に明らかであるであろう。
【００７５】
　例示的な実施形態では、個別の承認は１２ビットを含み、この中の１１ビットは、伝送
するのを承認された移動局の移動局ＩＤ（Mobile ID）および最大許容Ｔ/Ｐ比を特定する
か、または最大許容Ｔ/Ｐ比を０に設定する（すなわち、移動局にＲ－ＥＳＣＨを伝送し
ないように命じる）ことを含めて、最大許容Ｔ/Ｐ比を変更するように移動局に明示的に
知らせる。ビットは、特定された移動局の移動局ＩＤ(１９２の値の中の１つ)および最大
許容Ｔ/Ｐ(１０の値の中の１つ)を特定する。別の実施形態では、特定された移動局に対
して、１つの長い承認ビットが設定され得る。長い承認ビットが１に設定されるときは、
移動局は、比較的に多数の固定の所定数(これは、シグナリングで更新されることができ
る)のパケットをそのＡＲＱチャネル上で伝送する許可を承認される。長い承認ビットが
０に設定されるときは、移動局は、１つのパケットを伝送することを承認される。移動体
は、０のＴ/Ｐ比の特定で、そのＲ－ＥＳＣＨの伝送をオフにするよう命じられ、これは
、長い承認ビットがオフであるときは、１つのパケットの１つのサブパケットの伝送の間
、長い承認ビットがオンのときは、より長い期間の間、Ｒ－ＥＳＣＨ上での伝送をオフに
するように移動局に知らせるのに使用され得る。
【００７６】
　１つの例示的な実施形態では、移動局は、供給基地局からのＦ－ＧＣＨのみを監視する
。移動局は、Ｆ－ＧＣＨのメッセージを受信すると、Ｆ－ＧＣＨのメッセージ内のレート
情報にしたがい、レート制御ビットを無視する。その代わりに、移動局は、供給基地局以
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外の基地局からのレート制御表示が、レート低減を示すとき(すなわち、ＲＡＴＥ　ＤＥ
ＣＲＥＡＳＥコマンドであり、別途詳しく記載される)は、Ｆ－ＧＣＨが増加を示しても
、移動局はそのレートを低減するという規則を使用してもよい。
【００７７】
　別の実施形態では、移動局は、全ての基地局またはそのアクティブな組の中の基地局の
サブセットからのＦ－ＧＣＨを監視し得る。より高い層のシグナリングは、ハンドオフ指
示メッセージまたは他のメッセージによって、何れのＦ－ＧＣＨを監視するか、およびチ
ャネル割り当てにおいてそれらをどのように組み合せるかを、移動局に示す。異なる基地
局からのＦ－ＧＣＨのサブセットはソフトに組み合され得ることに注意すべきである。移
動局は、この可能性について通知されるであろう。異なる基地局からのＦ－ＧＣＨの可能
なソフトな組み合せの後に、任意の一時点において、多数のＦ－ＧＣＨは依然として存在
し得る。したがって、移動局は、その伝送レートを最低承認レート(または、何か他の規
則)として決定し得る。
【００７８】
　Ｒ－ＰＩＣＨ
　逆方向パイロットチャネル(Reverse Pilot Channel, R-PICH)は、移動局から、アクテ
ィブな組の中の基地局へ伝送される。Ｒ－ＰＩＣＨの電力は、１つ以上の基地局において
測定され、逆方向リンク電力制御に使用され得る。当技術において周知であるように、パ
イロット信号は、一貫した復調に使用される振幅および位相測定値を与えるために使用さ
れ得る。既に記載されたように、(スケジューリング基地局または移動局の電力増幅器の
固有の制限によって制限されたとしても)移動局に使用可能な伝送電力量は、パイロット
チャネル、１本以上のトラヒックチャネル、および制御チャネル間で分割される。付加的
なパイロット電力は、より高いデータレートおよび変調フォーマットに必要とされ得る。
電力制御におけるＲ－ＰＩＣＨの使用を単純にし、要求パイロット電力の瞬間の変化に関
連する問題のいくつかを回避するために、補足または第２のパイロットとして使用される
追加チャネルが割り振られ得る。通常、本明細書に開示されているように、パイロット信
号は、既知のデータ列を使用して伝送されるが、情報を乗せた信号も展開され、復調のた
めの参照情報を生成するのに使用され得る。例示的な実施形態では、Ｒ－ＲＩＣＨは、希
望の追加パイロット電力を搬送するために使用される。
【００７９】
　Ｒ－ＲＩＣＨ
　移動局は、逆方向レート表示チャネル（Reverse Rate Indicator Channel, R-RICH）を
使用して、逆方向トラヒックチャネル（reverse traffic channel, R-ESCH）上で伝送フ
ォーマットを示す。このチャネルは、その代わりに、逆方向パケットデータ制御チャネル
 (Reverse Packet Data Control Channel, R-PDCCH)とも呼ばれ得る。
【００８０】
　Ｒ－ＲＩＣＨは、移動局がサブパケットを伝送しているときは常に伝送され得る。また
、移動局がＲ－ＥＳＣＨ上でアイドルであるときは、Ｒ－ＲＩＣＨはゼロのレート表示で
伝送され得る。ゼロのレートのＲ－ＲＩＣＨフレーム(すなわち、Ｒ－ＥＳＣＨが伝送さ
れていないことを示すＲ－ＲＩＣＨ)の伝送は、基地局が、移動局がアイドルであること
検出すること、移動局のために逆方向リンク電力制御を維持すること、および他の機能を
助ける。
【００８１】
　Ｒ－ＲＩＣＨフレームの始まりは、現在のＲ－ＥＳＣＨの伝送の始まりと時間整列する
。Ｒ－ＲＩＣＨのフレーム継続期間は、対応するＲ－ＥＳＣＨの伝送のフレーム継続期間
と同じか、またはより短い。Ｒ－ＲＩＣＨは、同時のＲ－ＥＳＣＨの伝送の伝送フォーマ
ット、例えば、ペイロード、サブパケットＩＤ、およびＡＲＱインスタンス順序番号(ARQ
 Instance Sequence Number, AI SN))ビット、並びに誤り検出のためのＣＲＣを運ぶ。例
示的なＡＩ　ＳＮは、新しいパケットが特定のＡＲＱ上で伝送されるたびにフリップする
ビットであり、“カラービット”と呼ばれることもある。これは、非同期ＡＲＱのために
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展開され、ここでは、パケットのサブパケットの伝送間に一定のタイミングはない。カラ
ービットは、受信機が、１つのパケットのサブパケットを、同じＡＲＱチャネル上の隣り
合うパケットのサブパケットと組み合せるのを防ぐのに使用され得る。Ｒ－ＲＩＣＨは、
追加情報も搬送し得る。
【００８２】
　Ｒ－ＥＳＣＨ
　拡張逆方向補助チャネル（Enhanced Reverse Supplemental Channel, R-ESCH）は、本
明細書に記載されている例示的な実施形態において、逆方向リンクトラヒックデータチャ
ネルとして使用される。多数の伝送レートおよび変調フォーマットが、Ｒ－ＥＳＣＨのた
めに展開され得る。例示的な実施形態では、Ｒ－ＥＳＣＨは、物理層の再送を支援すると
いった特性をもつ第１の符号がレート１/４の符号であるときの再送では、再送はレート
１/４の符号を使用し、エネルギの組み合せが使用される。第１の符号が１/４よりも高い
レートであるときの再送では、インクリメンタルな冗長が使用される。基礎的な符号は、
レート１/５の符号である。その代わりに、全ての場合において、インクリメンタルな冗
長が使用されることもある。
【００８３】
　ハイブリッド自動反復要求(Hybrid Automatic-Repeat-Request, HARQ)は、Ｒ－ＥＳＣ
Ｈにアクセスし得る、自律のユーザとスケジュールされたユーザの両者に支援される。　
多重ＡＲＱチャネルの同期動作は、再送間の一定のタイミングが支援され得る。同じパケ
ットの連続するサブパケット間で一定数のサブパケットが許され得る。インターレース伝
送（Interlaced transmission）も許される。一例として、５ミリ秒のフレームにおいて
、４チャネルのＡＲＱが、サブパケット間で３サブパケットの遅延で支援され得る。
【００８４】
　表１は、拡張逆方向補助チャネルのための例示的なデータレートを示している。５ミリ
秒のサブパケットサイズが記載され、付随のチャネルは、この選択に適するように設計さ
れている。当業者には容易に明らかであるように、他のサブパケットサイズも選ばれ得る
。パイロット参照レベルは、これらのチャネルのために調節されない。すなわち、基地局
は、所与の動作基点を目標にするＴ/Ｐを選ぶ柔軟性をもつ。この最大Ｔ/Ｐ値は、順方向
承認チャネル上で送られる。移動局は、伝送電力が切れているとき、より低いＴ/Ｐを使
用し、ＨＡＲＱが要求されたＱｏＳを満たすようにしてもよい。また、レイヤ３のシグナ
リングメッセージをＲ－ＥＳＣＨ上で伝送し、Ｒ－ＦＣＨまたはＲ－ＤＣＣＨ、あるいは
この両者がなくても、システムが動作するのを可能にする。
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【表１】

【００８５】
　例示的な実施形態では、全てのレートに対して、ターボ符号化が使用される。Ｒ＝１/
４の符号化では、現在のｃｄｍａ２０００の逆方向リンクと同様のインターリーバが使用
される。Ｒ＝１/５の符号化では、ｃｄｍａ２０００順方向パケットデータチャネルと同
様のインターリーバが使用される。
【００８６】
　符号器パケット当りのビット数は、ＣＲＣビットおよび６テールビットを含む。１９２
ビットの符号器パケットサイズでは、１２ビットのＣＲＣが使用され、そうでないときは
、１６ビットのＣＲＣが使用される。５ミリ秒のスロットは、１５ミリ秒ずつ分割され、
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ＡＣＫ/ＮＡＫ応答のための時間を許容すると仮定される。ＡＣＫが受信されるときは、
パケットの残りのスロットは伝送されない。
【００８７】
　記載された５ミリ秒のサブパケットの継続期間および関連するパラメータは、単なる例
としての役割をもつ。レート、フォーマット、サブパケット反復オプション、サブパケッ
ト継続期間、等の任意の数の組み合せも、当業者には、本明細書における教示に照らして
、容易に分かるであろう。３本のＡＲＱチャネルを使用して、別の１０ミリ秒の実施形態
が展開され得る。１つの実施形態では、１つのサブパケットの継続期間またはフレームサ
イズが選択される。例えば、５ミリ秒または１０ミリ秒の構造が選択される。別の実施形
態では、システムは多数のフレーム継続期間を支援し得る。
【００８８】
　Ｆ－ＣＰＣＣＨ
　方向共通電力制御チャネル(Forward Common Power Control Channel, F-CPCCH)は、Ｆ
－ＦＣＨおよびＦ－ＤＣＣＨが存在しないときか、またはＦ－ＦＣＨおよびＦ－ＤＣＣＨ
は存在するが、ユーザに専用でないとき、Ｒ－ＥＳＣＨを含む、種々の逆方向リンクチャ
ネルを電力制御するのに使用される。チャネル割り当てにおいて、移動局は逆方向リンク
電力制御チャネルを割り当てられる。Ｆ－ＣＰＣＣＨは、多数の電力制御サブチャネルを
含み得る。
【００８９】
　Ｆ－ＣＰＣＣＨは、共通輻輳制御サブチャネル(Common Congestion Control subchanne
l, F-OLCH)と呼ばれる電力制御サブチャネルを保持し得る。例示的な輻輳制御サブチャネ
ルは、他のレートも使用できるが、一般に、１００ビット秒のレートである。本明細書に
おいてビジービットと呼ばれる単一のビット（これは、信頼性のために反復され得る）は
、自律伝送モードまたは共通の承認モード、あるいはこの両者の移動局が、レートを増加
するか、または低減するかを示す。別の実施形態では、個別の承認モードも、このビット
に対して敏感であり得る。種々の実施形態は、Ｆ－ＯＬＣＨに応答する伝送タイプの何れ
かの組み合せで展開され得る。これは、確率的に、または確定的に行われることができる
。
【００９０】
　１つの実施形態では、ビジービットを“０”に設定することは、ビジービットに応答す
る移動局が、その伝送レートを低減すべきであることを示す。ビジービットを“１”に設
定することは、伝送レートにおける対応する増加を示す。当業者には容易に明らかである
ように、無数の他のシグナリング方式が展開され、種々の別の例は、別途詳しく記載され
る。
【００９１】
　チャネル割り当て中に、移動局は、これらの特別の電力制御チャネルを割り当てられる
。１本の電力制御チャネルが、システム内の全ての移動局を制御するか、または、その代
わりに、１本以上の電力制御チャネルが、移動局の種々のサブセットを制御する。輻輳制
御のためのこの特定のチャネルの使用は、ほんの一例であることに注意すべきである。
【００９２】
　Ｆ－ＡＣＫＣＨ
　順方向確認応答チャネル（Forward Acknowledgement Channel）、すなわちＦ－ＡＣＫ
ＣＨは、基地局によってＲ－ＥＳＣＨの正確な受信に確認応答するために使用され、さら
に加えて、既存の承認を拡張するためにも使用されることができる。Ｆ－ＡＣＫＣＨ上の
確認応答（acknowledgement , ACK）は、サブパケットの正確な受信を示す。移動局によ
るそのサブパケットの追加の伝送は、不要である。Ｆ－ＡＣＫＣＨ上の否定の確認応答(n
egative acknowledgement, NAK)は、移動局が、別のサブパケットを、１パケット当たり
のサブパケットの最大許容数による制限のもとで、伝送することを可能にする。
【００９３】
　本明細書に詳しく記載されている実施形態において、Ｆ－ＡＣＫＣＨは、受信されたサ
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ブパケットの肯定または否定の確認応答、並びに（Ｆ－ＲＣＣＨチャネルに関連して、別
途記載される）レート制御コマンドが発行されるかどうかの表示を与えるために使用され
る。
【００９４】
　図５は、３つの値をもつＦ－ＡＣＫＣＨを説明する例示的な実施形態である。この例示
的なＦ－ＡＣＫＣＨは、１つ以上の基地局から移動局に伝送される単一の表示から成り、
移動局からのＲ－ＥＳＣＨ上の伝送が各基地局によって正確に受信されたかどうか示す。
例示的な実施形態では、Ｆ－ＡＣＫＣＨの表示は、アクティブな組の中の全ての基地局に
よって伝送される。その代わりに、Ｆ－ＡＣＫＣＨは、アクティブな組の特定のサブセッ
トによって伝送されてもよい。Ｆ－ＡＣＫＣＨを送る基地局の組は、Ｆ－ＡＣＫＣＨのア
クティブな組と呼ばれ得る。Ｆ－ＡＣＫＣＨのアクティブな組は、レイヤ３（Layer 3, L
3）のシグナリングによって、移動局へ知らされ、チャネル割り当て中に、ハンドオフ指
示メッセージ(Handoff Direction message, HDM)の中で、または当技術において知られて
いる他の技術によって特定され得る。
【００９５】
　例えば、Ｆ－ＡＣＫＣＨは、次の値、すなわちＮＡＫ、ＡＣＫ　ＲＣ、およびＡＣＫ　
ＳＴＯＰをもつ３つの状態のチャネルであり得る。ＮＡＫは、移動局からパケットが再送
されなければならないことを示す(しかしながら、最後のサブパケットが送られていると
きは、移動局は、要求/承認、レート制御、あるいは自律伝送のような、使用可能な技術
の何れかを使用して、パケットを再び送る必要があり得る)。ＮＡＫがパケットの最後の
サブパケットに対応するときは、移動局は、対応するＦ－ＲＣＣＨ(別途詳しく記載され
る)上のレート制御表示を監視する必要があり得る。
【００９６】
　ＡＣＫ　ＲＣは、移動局からのパケットの再送が不要であり、移動局は、対応するＦ－
ＲＣＣＨ上のレート制御表示を監視すべきであることを示す。ＡＣＫ　ＳＴＯＰも、再送
が不要であることを示す。しかしながら、この場合は、移動局がＦ－ＧＣＨ（既に記載さ
れている）上の承認メッセージを受信しない限り、移動局は次の伝送のために自律モード
に戻るべきである。
【００９７】
　Ｌ３シグナリングは、移動局が、そのアクティブな組の中の異なる基地局からのＦ－Ａ
ＣＫＣＨ表示をソフトに組み合せるかどうか示し得る。これは、ＩＳ－２０００の改訂Ｃ
にしたがって電力制御ビットを処理することに相当し得る。例えば、表示、すなわち、Ａ
ＣＫ　ＣＯＭＢ　ＩＮＤが、チャネル割り当て時に、ハンドオフメッセージ内で送られ、
移動局が異なる基地局からのＦ－ＡＣＫＣＨ表示を組み合せるかどうか示す。Ｆ－ＡＣＫ
ＣＨを伝送するための種々の技術が採用され、その例は、別途記載される。いくつかの例
は、個別のＴＤＭチャネル、ＴＤＭ/ＣＤＭチャネル、または幾つかの他のフォーマット
を含む。
【００９８】
　この例では、パケットが確認応答されるかどうかに依存して、Ｆ－ＡＣＫチャネルを監
視することにより、２つのクラスがある。ＮＡＫが受信されるときは、種々のオプション
は使用可能である。移動局は、最大数のサブパケットが送られるまで、追加のサブパケッ
トを送り得る。(例示的な実施形態では、サブパケットは、自律伝送によって始められて
も、承認の伝送によって始められても、レート制御の修正を受けても、受けなくても、同
じ伝送フォーマットを使用して送られる。別の実施形態では、サブパケット伝送フォーマ
ットは、本明細書に開示されている技術の何れかを使用して、変更され得る)。最後のサ
ブパケットのＮＡＫの後で、移動局は、対応するレート制御コマンドに対処するか(Ｆ－
ＲＣＣＨを監視する)、以前の承認またはレート制御コマンド(すなわち、希望であれば、
自律伝送に戻る)にしたがって伝送を停止するか、または新しい受信された承認に応答し
得る。
【００９９】
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　ＡＣＫが受信されると、それは、レート制御コマンドまたは停止への表示に対応し得る
。レート制御が示されるときは、レート制御チャネル(rate control channel, F-RCCH)を
監視し、それにしたがう。結果が停止であるときは、移動局はＦ－ＲＣＣＣＨ上のレート
制御表示にしたがわず、自律モード(割り当てられた最大自律レートまででの伝送)に戻る
。明示的な承認が、ＡＣＫ　ＳＴＯＰと同時に受信されるとき、移動局は明示的な承認に
おけるコマンドにしたがう。
【０１００】
　例えば、先ず、１つのアクティブな組のメンバか、または全てのセクタからの表示が同
じである(ＡＣＫ　ＣＯＭＢ　ＩＮＤによって、そのように示されている)場合について検
討する。この場合は、１つの結果表示がある。移動局がＮＡＫ(伝送されていない表示)を
受信するとき、移動局は(適切なときに)次のサブパケットを再送する。移動局が最後のサ
ブパケットに対してＡＣＫを受信しないときは、移動局は、次のパケットに進む(どのよ
うな再送アルゴリズムにしたがっていても、それにしたがって、誤ったパケットが再送さ
れ得る）。しかしながら、移動局は、レート制御表示としてこれを採用する(すなわち、
レート制御チャネルを監視する)。
【０１０１】
　この例では、(１つのアクティブな組のメンバおよび多数の特有のＦ－ＡＣＫＣＨのア
クティブな組のメンバの両者に適用可能な)全般的な規則は、次の通りである。表示がＡ
ＣＫ　ＳＴＯＰまたはＡＣＫ　ＲＣであるときは、結果はＡＣＫである。表示の何れもＡ
ＣＫ　ＳＴＯＰでも、ＡＣＫ　ＲＣでもないときは、結果はＮＡＫである。したがって、
レート制御に関連して、何れかの表示がＡＣＫ　ＳＴＯＰであるときは、移動局は停止す
るであろう(すなわち、自律モードに戻るか、または、もしあるならば、承認に応答する)
。表示がＡＣＫ　ＳＴＯＰでなく、少なくとも1つの表示がＡＣＫ　ＲＣであるときは、
対応する基地局のレート制御チャネル(rate control channel, F-RCCH)上の表示を復号す
る。最後のサブパケットが伝送され、全ての表示がＮＡＫであるときは、全ての基地局の
レート制御チャネル(Ｆ－ＲＣＣＨ)上の表示を復号する。これらのシナリオにおいてレー
ト制御コマンドに応答することについては、Ｆ－ＲＣＣＨの記載に関連して、別途さらに
詳しく記載される。
【０１０２】
　ＡＣＫ　ＲＣコマンドは、レート制御チャネルと組み合されると、ＡＣＫおよび継続（
ACK-and-Continue）コマンドと呼ばれるコマンドのクラスと見なされ得る。移動局は、発
行され得る種々のレート制御コマンド(後述において例を示す)にしたがって継続して、後
のパケットを伝送し続け得る。ＡＣＫおよび継続コマンドは、基地局が、パケットの成功
の受信に確認応答し、同時に、(レート制御コマンドによる可能な修正を受ける)成功の受
信パケットを導く承認を使用して、移動局が伝送するのを許可することを可能にする。こ
れは、新しい承認のオーバーヘッドを節約する。
【０１０３】
　図５に示されているＦ－ＡＣＫＣＨの実施形態では、ＡＣＫ　ＳＴＯＰのシンボルには
正の値、ＮＡＫにはヌルのシンボル、およびＡＣＫ　ＲＣのシンボルには負の値が使用さ
れている。Ｆ－ＡＣＫＣＨ上でのオン－オフキーイング(すなわち、ＮＡＫを送らないこ
と)は、そうすることのコスト(要求される電力)が高過ぎるときは、基地局(とくに、スケ
ジューリング基地局以外の基地局)に、ＡＣＫを送らないオプションを可能にする。ＡＣ
Ｋされていない正確に受信されたパケットは、後の時間点で再送をトリガする可能性が高
くなるので、これは基地局に順方向リンクと逆方向リンクの容量間に折り合いを与える。
【０１０４】
　Ｆ－ＡＣＫＣＨを送るための種々の技術が、本発明の範囲内で展開され得る。各移動局
の個々の信号は、共通チャネルにおいて組み合され得る。例えば、複数の移動局のための
確認応答は時分割多元化され得る。例示的な実施形態では、９６個までの移動局ＩＤが、
１本のＦ－ＡＣＫＣＨ上で支援されることができる。追加のＦ－ＡＣＫＣＨが、追加の移
動局ＩＤを支援するために展開され得る。
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【０１０５】
　別の例は、複数の移動局の複数の確認応答信号を１組の直交関数上へマップすることで
ある。アダマール符号器は、１組の直交関数上へマッピングするための符号器の一例であ
る。種々の他の技術も展開され得る。例えば、ウォルシュ符号または他の同様の誤り訂正
符号も、情報ビットを符号化するのに使用され得る。個々の各サブチャネルが個々のチャ
ネル利得をもつとき、異なるユーザが異なる電力レベルで伝送され得る。例示的なＦ－Ａ
ＣＫＣＨは、１人のユーザ当たりに１つの専用の３つの値をもつフラグ（dedicated tri-
valued flag）を運ぶ。各ユーザは、そのアクティブな組の中の全基地局からのＦ－ＡＣ
ＫＣＨを監視する(または、その代わりに、シグナリングは、複雑さを低減するために、
低減されたアクティブな組を定め得る)。
【０１０６】
　種々の実施形態では、２本のチャネルは、それぞれ、１２８チップのウォルシュカバー
系列によってカバーされる。一方のチャネルは、Ｉチャネル上で伝送され、他方は、Ｑチ
ャネル上で伝送される。Ｆ－ＡＣＫＣＨの別の実施形態は、１つの１２８チップのウォル
シュカバー系列を使用して、１９２までの移動局を同時に支援する。例示的な実施形態は
、各３つの値をもつフラグごとに、１０ミリ秒の継続期間を使用する。
【０１０７】
　見直しのために、移動局は、Ｒ－ＥＳＣＨの使用を要求する、伝送するためのパケット
をもっているとき、Ｒ－ＲＥＱＣＨ上で要求し得る。基地局はＦ－ＧＣＨを使用して、承
認で応答し得る。しかしながら、この動作は、若干コスト高であり得る。順方向リンクの
オーバーヘッドを低減するために、Ｆ－ＡＣＫＣＨは、ＡＣＫ　ＲＣフラグを送ってもよ
く、これは、スケジューリング基地局(または、多数の基地局からのソフトハンドオフの
承認が支援されるときは、他のもの)による低コストでの(レート制御にしたがう)既存の
承認を拡張する。この方法は、個別および共通の承認の両者のために働く。ＡＣＫ　ＲＣ
は、１つの（または複数の）承認基地局から使用され、(レート制御にしたがう)同じＡＲ
Ｑチャネル上のもう１つ以上の符号器パケットに現在の承認を拡張する。
【０１０８】
　図４に示されているように、アクティブな組の中の全基地局が、Ｆ－ＡＣＫＣＨを送り
返すことを要求されるとは限らないことに注意すべきである。ソフトハンドオフでＦ－Ａ
ＣＫＣＨを送る基地局の組は、アクティブな組のサブセットであり得る。Ｆ－ＡＣＫＣＨ
を伝送する例示的な技術は、２００３年６月３０日に出願された現在審査中の米国特許出
願第１０／６１１，３３３号（“CODE DIVISION MULTIPLEXING COMMANDS ON A CODE DIVI
SION MULTIPLEXED CHANNEL”）に開示されており、これは、本発明の譲受人に譲渡されて
いる。
【０１０９】
　Ｆ－ＲＣＣＨ
　順方向レート制御チャネル（Forward Rate Control Channel, F-RCCH）は、１つ以上の
基地局から移動局へ伝送され、次の伝送のレート調節を知らせる。移動局は、Ｆ－ＡＣＫ
ＣＨのアクティブな組またはそのサブセットの全メンバからの表示を監視するように割り
当てられ得る。分かり易くするために、移動局によって監視されるＦ－ＲＣＣＨを送る基
地局の組は、Ｆ－ＲＣＣＨのアクティブな組と呼ばれるであろう。Ｆ－ＲＣＣＨのアクテ
ィブな組は、レイヤ３(Ｌ３)のシグナリングによって送られ、これは、ハンドオフ指示メ
ッセージ(Hand-Off Direction message, HDM)か、または当業者に知られている種々の他
のやり方の何れかで、チャネル割り当て中に特定され得る。
【０１１０】
　図６は、例示的なＦ－ＲＣＣＨを示す。Ｆ－ＲＣＣＨは、次の値をもつ３つの状態のチ
ャネルであり、それらの値は、移動局が、次のパケットを、現在のパケットと同じレート
のみで伝送できることを示すＲＡＴＥ　ＨＯＬＤ、移動局が、現在のパケットの伝送レー
トを基準にして、次のパケットを伝送する最大レートを、確定的、または確率的に高める
ことができることを示すＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥ、および移動局が、現在のパケット
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の伝送レートを基準にして、次のパケットを伝送する最大レートを、確定的に、または確
率的に低減できることを示すＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥである。
【０１１１】
　Ｌ３のシグナリングは、移動局が、異なる基地局からのレート制御表示を組み合せるか
どうか示し得る。これは、ＩＳ－２０００の改訂Ｃにおいて電力制御ビットで達成される
ものに似ている。 したがって、表示には、例えば、ＲＡＴＥ　ＣＯＭＢ　ＩＮＤがあり
、これは、チャネル割り当てのときに、ハンドオフメッセージ内で送られ、移動局が、異
なる基地局からのＦ－ＲＣＣＨビットをソフトに組み合せるかどうか示す。当業者には、
個別のＴＤＭチャネル、組み合されたＴＤＭ/ＣＤＭチャネル、または他のフォーマット
を含む、Ｆ－ＲＣＣＨのようなチャネルを伝送するための多くのフォーマットがあること
が分かるであろう。
【０１１２】
　種々の実施形態では、種々のレート制御構成が可能である。例えば、全ての移動局は、
１つのセクタごとの１つの表示によって制御され得る。その代わりに、各移動局は、各移
動局に専用のセクタごとの個別の表示によって制御され得る。または、移動局のグループ
は、それら自身の割り当てられた表示によって制御され得る。このような構成は、同じ最
高のＱｏＳの等級をもつ移動局が同じ表示を割り当てられることを可能にする。例えば、
そのストリームだけが“ベストエフォート”であることを示されている全移動局は、１つ
の割り当てられた表示によって制御され、したがって、これらのベストエフォートのスト
リームの負荷を低減することを可能にし得る。
【０１１３】
　さらに加えて、シグナリングは、移動局が、供給基地局からのＦ－ＲＣＣＨの表示のみ
か、またはＦ－ＲＣＣＨのアクティブな組の中の全基地局からのＦ－ＲＣＣＨの表示のみ
に注意を払うように、移動局を構成するために使用され得る。移動局が供給基地局からの
表示のみを監視していて、ＲＡＴＥ　ＣＯＭＢ　ＩＮＤが、多数の基地局からの表示が同
じであることを明示するとき、移動局は、供給基地局と同じグループ内の全ての表示を、
決定前に組み合せ得ることに注意すべきである。常に使用されている特有のレート制御表
示をもつ基地局の組は、Ｆ－ＲＣＣＨの現在の組と呼ばれるであろう。したがって、移動
局が供給基地局からのＦ－ＲＣＣＨの表示のみに注意を払うように、移動局が構成されて
いるとき、Ｆ－ＲＣＣＨの現在の組のサイズは１である。
【０１１４】
　Ｆ－ＲＣＣＨの使用の規則は、基地局によって調節され得ると考えられる。１つのメン
バのＦ－ＲＣＣＨの現在の組についての移動局のための規則の例示的な組を次に示す。Ｒ
ＡＴＥ　ＨＯＬＤが受信されるとき、移動局はそのレートを変更しない。ＲＡＴＥ　ＩＮ
ＣＲＥＡＳＥが受信されるときは、移動局は、そのレートを１ずつ(すなわち、１レート
レベルずつであり、その例は、上述の表１の中で詳しく記載されている)高める。ＲＡＴ
Ｅ　ＤＥＣＲＥＡＳＥが受信されるときは、移動局は、そのレートを１ずつ低減する。移
動局は、これらの表示を、状況が指示するときのみ(すなわち、レート制御がアクティブ
であるＡＣＫ処理の結果としての動作であり、別途詳しく記載される)監視することに注
意すべきである。
【０１１５】
　Ｆ－ＲＣＣＨの現在の組のメンバについての移動局のための規則の例示的な組を次に示
す。レートを１ずつ増加/低減する単純な規則は変更される。ＡＣＫ　ＳＴＯＰが受信さ
れるとき、移動局は自律レートに戻る。そうではなく、何れかの表示がＲＡＴＥ　ＤＥＣ
ＲＥＡＳＥであるとき、移動局はそのレートを１ずつ低減する。表示がＲＡＴＥ　ＤＥＣ
ＲＥＡＳＥでなく、少なくとも１つの基地局が、(ＡＣＫ処理の結果としての)ＲＡＴＥ　
ＨＯＬＤを示すレート制御の動作をもつとき、移動局は同じレートを維持する。表示がＲ
ＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥでなく、基地局がレート制御およびＲＡＴＥ　ＨＯＬＤを示さ
ず、少なくとも１つの基地局がレート制御の動作およびＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥの表
示をもつとき、移動局は、そのレートを１ずつ増加する。
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【０１１６】
　例示的な組み合された承認、ＡＲＱ、およびレート制御コマンドの実施形態
　上述で紹介された態様のいくつかを要約すると、移動局は、自律伝送を行うことを認め
られ得るが、これは、恐らくは、スループットを制限するが、低遅延を可能にする。この
ような場合に、移動局は、最大のＲ－ＥＳＣＨ Ｔ/Ｐ比、すなわちＴ/ＰＭａｘ　ａｕｔ

ｏまでを要求せずに、伝送し得る。Ｔ/ＰＭａｘ　ａｕｔｏは、基地局によってシグナリ
ングによって設定され、調節され得る。
【０１１７】
　スケジューリングは、１つ以上のスケジューリング基地局において判断され、逆方向リ
ンク容量の割り振りは、Ｆ－ＧＣＨ上で比較的に高レートで伝送される承認によって行わ
れ得る。さらに加えて、レート制御コマンドは、低オーバーヘッドで、以前に承認された
伝送または自律伝送を変更し、逆方向リンク容量の割り振りを調整するのに使用され得る
。したがって、スケジューリングは、逆方向リンクの負荷を厳しく制御し、したがって、
音声品質(Ｒ－ＦＣＨ)、ＤＶのフィードバック(Ｒ－ＣＱＩＣＨ)、およびＤＶの確認応答
 (Ｒ－ＡＣＫＣＨ)を保護するために採用され得る。
【０１１８】
　個別の承認は、移動局の伝送の詳細な制御を可能にする。移動局は、スループットを最
大化する一方で、必要なサービスレベルを維持する幾何学的配置とＱｏＳとに基づいて、
選択され得る。共通の承認は、とくに、低い幾何学的配置の移動局に対して、効率的な通
知を可能にする。
【０１１９】
　Ｆ－ＡＣＫＣＨチャネルは、Ｆ－ＲＣＣＨチャネルと組み合されて、低コストで既存の
承認を拡張する“ＡＣＫおよび継続”コマンドを効率的に実施する。(既に記載され、ま
た後で詳しく記載されるように、継続はレート制御され得る)。これは、個別の承認およ
び共通の承認の両者で行われる。１ｘＥＶ-ＤＶの逆方向リンクのような共有資源上での
スケジューリング、承認、および伝送のための種々の実施形態および技術は、２００３年
８月２１日に出願された現在審査中の米国特許出願第１０／６４６，９５５号（“SCHEDU
LED AND AUTONOMOUS TRANSMISSION AND ACKNOWLEDGEMENT”）に開示されており、これは
、本発明の譲受人に譲渡され、本明細書において参照によって取り上げられている。
【０１２０】
　図７は、１つ以上の基地局が、１つ以上の移動局からの要求および伝送に応答して、容
量を割り振るように展開し得る例示的な方法700を示している。示されているブロックの
順序は、単なる一例であり、本発明の範囲を逸脱しないならば、種々のブロックの順序は
、交換されるか、示されていない他のブロックと組み合され得ることに注意すべきである
。そのプロセスは、ブロック710から始まる。基地局は、１つ以上の移動局によって伝送
され得る伝送の要求を受信する。方法700は無限に反復され得るので、受信されたが、承
認されていない以前の要求があるかもしれず、要求にしたがう伝送の必要量を推定するた
めに、それは新しい要求と組み合され得る。
【０１２１】
　ブロック720では、１つ以上の移動局が、基地局によって受信されるサブパケットを伝
送し得る。これらの伝送されたサブパケットは、以前の承認にしたがって(以前のレート
制御コマンドで潜在的に修正されて)、または自律的に（同じく、以前のレート制御コマ
ンドで潜在的に修正されて）伝送されたかもしれない。自律伝送の数、登録された移動局
の数、および／または他の要素は、自律伝送に対する要請の量を推定するのに使用され得
る。
【０１２２】
　ブロック730では、基地局は、受信されたサブパケット（オプションで、それぞれの以
前に受信されたサブパケットとソフトに組み合される）を復号し、パケットが誤りなく受
信されたかどうか判断する。これらの決定は、それぞれの送信移動局へ肯定または否定の
確認応答を送るのに使用されるであろう。ＨＡＲＱがＲ－ＥＳＣＨの上でのパケット伝送
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に使用され得ることを再び参照する。すなわち、パケットは、少なくとも１つの基地局に
よって正確に受信されるまで、ある特定回数まで伝送され得る。各フレーム境界では、各
基地局はＲ－ＲＩＣＨフレームを復号し、Ｒ－ＥＳＣＨ上の伝送フォーマットを判断する
。基地局は、現在のＲ－ＲＩＣＨフレームおよび以前のＲ－ＲＩＣＨフレームを使用して
、この判断を行ってもよい。その代わりに、基地局は、逆方向の第２のパイロットチャネ
ル(Reverse Secondary Pilot Channel, R-SPICH)またはＲ－ＥＳＣＨ、あるいはこの両者
から抽出された他の情報を使用して判断を行ってもよい。判断された伝送フォーマットで
、基地局は、以前に受信されたサブパケットを使用して、適宜、Ｒ－ＥＳＣＨ上のパケッ
トを復号することを試みる。
【０１２３】
　ブロック740では、基地局はスケジューリングを行う。何れかのスケジューリング技術
が展開され得る。基地局は、共有資源(この例では、逆方向リンクの容量)を割り振るスケ
ジューリングを行うために、要求にしたがう伝送、予期される自律伝送、現在のチャネル
条件の推定、および／または種々の他のパラメータの要請を考慮に入れ得る。スケジュー
リングは、種々の移動局のために、種々の形式をとり得る。例えば、承認(要求にしたが
う割り振り、以前の承認の増加、または以前の承認の低減)を行うこと、以前に承認され
たレートまたは自律伝送を増加、低減、または保持するレート制御コマンドの生成、ある
いは(移動局を自律伝送に所属させる)要求の無視を含む。
【０１２４】
　ステップ750では、基地局は、各移動局ごとの受信された伝送を処理する。これは、機
能の中でも、とりわけ、受信されたサブパケットに確認応答すること、および伝送の要求
に応答して、承認を条件付きで生成することを含み得る。
【０１２５】
　図８は、承認、確認応答、およびレート制御コマンドを生成する例示的な方法750を示
している。これは、図７に示されている例示的な方法700の展開に適しており、当技術に
おいて普通の技能をもつものには容易に明らかになるように、他の方法と共に使用するた
めに適応させられ得る。既に記載されたように、方法750は、各アクティブな移動局に対
して、各々が方法700を行っている間に、反復され得る。
【０１２６】
　決定ブロック805において、現在処理されている移動局のサブパケットが、受信されな
かったときは、ブロック810へ進む。確認応答は不要であり、レート制御コマンドは発行
されない。Ｆ－ＡＣＫＣＨもＦ－ＲＣＣＨも伝送される必要がなく、両者のシンボルはＤ
ＴＸされる(すなわち、伝送されない)。決定ブロック815において、要求が受信されたと
きは、決定ブロック820へ進む。そうでないときは、プロセスは終了し得る。
【０１２７】
　決定ブロック820において、スケジューリング中に、この移動局に対する承認が判断さ
れると、ブロック825に進み、適切なＦ－ＧＣＨに対する承認を伝送する。その後で、プ
ロセスは終了し得る。移動局は、この承認にしたがって次の適切なフレーム中に伝送し得
る(タイミングの例は、図１０ないし１２に関連して、別途詳しく記載される)。
【０１２８】
　決定ブロック805に戻って、移動局からサブパケットが受信されたときは、プロセスは
、決定ブロック830に進む。(サブパケットおよび要求を受信することができ、その場合は
、移動局は、決定ブロック805から２つに枝分かれし得るが、説明を分かり易くするため
に詳細は示されていないことに注意すべできある)。
【０１２９】
　決定ブロック830において、受信されたサブパケットが正確に復号されると、ＡＣＫが
生成されるであろう。決定ブロック835に進む。(レート保持、すなわち“継続”を含む)
レート制御が希望されるときは、ブロック845に進む。レート制御が希望されないときは
、ブロック840に進む。ブロック840では、ＡＣＫ　ＳＴＯＰがＦ－ＡＣＫＣＨ上で伝送さ
れる。Ｆ－ＲＣＣＨは伝送される必要がない、すなわち、ＤＴＸが生成され得る。このと
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きに承認が生成されないときは、移動局は、自律伝送に所属させられることになる(また
は、自律伝送が使用可能でないか、または展開されていないときは、終了しなければなら
ない)。その代わりに、新しい承認が発行され、終了コマンドを無視してもよい。決定ブ
ロック820に進み、既に記載されたように、この決定を処理する。
【０１３０】
　ブロック845では、レート制御が示された。したがって、ＡＣＫ　ＲＣがＦ－ＡＣＫＣ
Ｈ上で伝送されるであろう。決定ブロック850に進む。増加が希望されるときは、Ｆ－Ｒ
ＣＣＨ上でＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥを伝送する。その後で、プロセスは終了し得る。
増加が希望されないときは、決定ブロック860に進む。決定ブロック860において、低減が
希望されるときは、Ｆ－ＲＣＣＨ上でＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥを伝送する。その後で
、プロセスは終了し得る。そうでないときは、Ｆ－ＲＣＣＨ上でＲＡＴＥ　ＨＯＬＤを伝
送する。この例では、保持（hold）は、ＤＴＸによって示される。その後で、プロセスは
終了し得る。
【０１３１】
　決定ブロック830に戻って、受信されたサブパケットが正確に復号されなかったときは
、ＮＡＫが生成されるであろう。ブロック875へ進み、Ｆ－ＡＣＫＣＨ上でＮＡＫを伝送
する。この例では、ＮＡＫはＤＴＸによって示される。決定ブロック880に進み、受信さ
れたサブパケットが最後のサブパケットである(すなわち、サブパケット再送の最大数に
達した)かどうかを判断する。そうでないときは、この例では、移動局は、以前の伝送フ
ォーマットにしたがって再送し得る。ブロック895に示されているように、ＤＴＸが、Ｆ
－ＲＣＣＨ上で伝送され得る。(別の実施形態では、この場合に別のシグナリングを行う
ことがあり、その例は、別途詳しく記載される)。その後で、プロセスは終了し得る。
【０１３２】
　受信され、ＮＡＫされたサブパケットが最後のサブパケットであるとき、決定ブロック
880から決定ブロック885へ進み、(保持を含む)レート制御が希望されるかどうか判断する
。これは、低いオーバーヘッドで、以前の承認または自律の伝送(もしあるならば、以前
のレート制御を含む)を拡張する例示的な技術である。レート制御が希望されないとき、
ＤＴＸは、Ｆ－ＲＣＣＨにおいて生成される。この例では、移動局は次のサブパケットを
伝送するであろう。決定ブロック835と同様に、移動局のために新しい承認が生成されな
いときは、移動局は、(使用可能であるときは)自律伝送に所属させられるであろう。その
代わりに、移動局に使用可能な伝送を要求する新しい承認が、生成されてもよい。決定ブ
ロック820に進み、既に記載されたように、この決定を行う。
【０１３３】
　決定ブロック885において、レート制御が希望されるときは、決定ブロック850に進む。
既に記載されたように、Ｆ－ＲＣＣＨ上での伝送のために、増加、低減、または保持が生
成され得る。その後で、プロセスは終了し得る。
【０１３４】
　以上のことをまとめると、パケットが正確に受信されると、基地局は肯定の確認応答を
送って、条件付きで、レート制御メッセージを移動局へ送り得る。
【０１３５】
　基地局は、(Ｆ－ＡＣＫＣＨ上で)ＡＣＫ　ＳＴＯＰを送って、パケットが伝達されたこ
とを知らせ、移動局は、次の伝送のために自律モードに戻る。基地局は、希望されるとき
は、新しい承認も送り得る。移動局は、次の伝送のための承認されたレートまでで伝送し
得る。何れの場合においても 、Ｆ－ＲＣＣＨはＤＸＴされる。1つの実施形態では、供給
 (または、承認)基地局のみが、承認を生成し得る。別の実施形態では、１つ以上の基地
局が承認を生成し得る(このオプションを扱う詳細は、別途詳しく記載される)。
【０１３６】
　基地局は、(Ｆ－ＡＣＫＣＨ上で)ＡＣＫ　ＲＣおよび（Ｆ－ＲＣＣＨ上で）ＲＡＴＥ　
ＨＯＬＤを送って、パケットが伝送されたことと、移動局が次のパケットを伝送し得る最
大レートが、現在のパケットの伝送レートと同じであることとを知らせ得る。
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【０１３７】
　基地局は、(Ｆ－ＡＣＫＣＨ上で)ＡＣＫ　ＲＣおよび(Ｆ－ＲＣＣＨ上で)ＲＡＴＥ　Ｉ
ＮＣＲＥＡＳＥを送って、パケットが伝達されたことと、移動局が、現在のパケットの伝
送レートを基準にして、次のパケット伝送のための最大レートを増加し得ることとを知ら
せ得る。移動局は、基地局および移動局の両者にとって、既知のある特定の規則にしたが
って、レートを増加し得る。増加は、確定的であっても、または確率的であってもよい。
当業者には、レートを増加させるための無数の規則が分かるであろう。
【０１３８】
　基地局は、(Ｆ－ＡＣＫＣＨ上で)ＡＣＫ　ＲＣおよび(Ｆ－ＲＣＣＨ上で)ＲＡＴＥ　Ｄ
ＥＣＲＥＡＳＥを送って、パケットが伝達されたことと、移動局が、現在のパケットの伝
送レートを基準にして、次のパケット伝送の最大レートを低減するべきであることとを知
らせ得る。移動局は、基地局と移動局の両者にとって既知の、ある特定の規則にしたがっ
て、レートを低減し得る。低減は、確定的であっても、または確率的であってもよい。当
業者には、レートを低減するための無数の規則が分かるであろう。
【０１３９】
　パケットが基地局によって成功で受信されず、そのパケットが再送され得る(すなわち
、最後のサブパケットでない)とき、基地局は、Ｆ－ＡＣＫＣＨ上でＮＡＫを送る。この
例では、Ｆ－ＲＣＣＨはＤＴＸされることに注意すべきである。
【０１４０】
　パケットに対して、これ以上の再送が許可されない(すなわち、最後のサブパケットで
ある)とき、基地局が取り得る可能な動作を次に示す。基地局は、(Ｆ－ＡＣＫＣＨ上の)
ＮＡＫを、Ｆ－ＧＣＨ上の承認メッセージと同時に送って、パケットが伝達されなかった
ことと、移動局が次の伝送のための承認されたレートまでで伝送し得ることとを知らせ得
る。この場合に、Ｆ－ＲＣＣＨはＤＴＸされる。１つの実施形態では、供給(または承認)
基地局のみが、承認を生成し得る。別の実施形態では、1つ以上の基地局が承認を生成し
得る(このオプションを扱う詳細は、別途詳しく記載される)。
【０１４１】
　基地局は、さらに、(Ｆ－ＡＣＫＣＨ上の)ＮＡＫと(Ｆ－ＲＣＣＨ上の)ＲＡＴＥ　ＨＯ
ＬＤとを送って、パケットが伝送されなかったことと、移動局が次のパケットを伝送し得
る最大レートが、現在のパケットの伝送レートと同じであることとを知らせ得る。
【０１４２】
　また、基地局は、(Ｆ－ＡＣＫＣＨ上の)ＮＡＫと(Ｆ－ＲＣＣＨ上の)ＲＡＴＥ　ＩＮＣ
ＲＥＡＳＥを送って、パケットが伝送されなかったことと、移動局が、現在のパケットの
伝送レートを基準にして、次のパケット伝送の最大レートを増加し得ることとを知らせ得
る。移動局は、基地局と移動局の両者にとって既知のある規則にしたがって、レートを増
加し得る。増加は、確定的であっても、または確率的であってもよい。
【０１４３】
　基地局は、さらに、(Ｆ－ＡＣＫＣＨ上の)ＮＡＫと(Ｆ－ＲＣＣＨ上の)ＲＡＴＥ　ＤＥ
ＣＲＥＡＳＥとを送って、パケットが伝達されなかったことと、移動局が、現在のパケッ
トの伝送レートを基準にして、次のパケット伝送の最大レートを低減すべきであることと
を知らせ得る。移動局は、基地局と移動局の両者にとって既知のある規則にしたがって、
レートを低減し得る。低減は、確定的であっても、または確率的であってもよい。
【０１４４】
　別の実施形態(図８には詳しく示されていない)では、ＮＡＫおよび終了の代わりが生成
され得る。例えば、上述のシナリオでは、ＮＡＫに対応する、Ｆ－ＲＣＣＨ上のＤＴＸは
、“ＮＡＫおよび保持（NAK-and-hold）”と区別できない。終了（または、自律伝送へ逆
戻り）を強要するコマンドをもつことが希望されるとき、基地局は、ＮＡＫおよびレート
制御を使用して、最後のサブパケットの前に、最後のサブパケットにおけるレートの保持
 (あるいは、増加または低減)が終了を意味することを示し得る。例えば、レート制御コ
マンド(すなわち、ＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥ、ＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥ、または
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ＲＡＴＥ　ＨＯＬＤ)の中の何れか１つが、この特別な場合における終了を意味するため
に割り当てられ得る。移動局は、最後のサブパケットがいつ伝送されたかを知り、その後
で、それにしたがって、レート制御コマンドをパースすることができる。基地局が、ＮＡ
Ｋの際に、終了の後に、最後のサブパケット伝送が続くかどうかを知ると、選択されたレ
ート制御コマンドは、以前のサブパケットのＮＡＫで発行され得る。移動局は、識別され
たレート制御コマンドを、(最後ではない)サブパケットのＮＡＫと共に受信すると、最後
のサブパケットに対するＮＡＫ(および、例えば、ＲＡＴＥ　ＨＯＬＤ)は、以前の承認を
無効にすることを意味し、移動局が自律伝送に戻らなければならないことが分かるであろ
う。最後のサブパケットのＮＡＫと共に伝送された、この目的に使用されていないレート
制御コマンド(すなわち、ＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥまたはＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳ
Ｅ)は、依然として使用可能である。その代わりに、承認を、０（または、０未満）のレ
ートで、最後のＮＡＫと共に伝送すると、追加のオーバーヘッドが必要になるであろう。
当業者は、他の可能性をもつ“ＮＡＫおよび終了（NAK-and-Stop）”の見込みにしたがっ
て、これらの代わりを容易に交換するであろう。したがって、必要なオーバーヘッドは、
種々のイベントの可能性に基づいて最適化され得る。
【０１４５】
　図９は、移動局が、承認、確認応答、およびレート制御コマンドを監視し、応答する例
示的な方法900を示している。この方法は、１つ以上の移動局が、既に記載した方法700を
採用する１つ以上の基地局、および他の基地局の実施形態と共に使用されるときに展開す
るのに適している。
【０１４６】
　プロセスは、ブロック910で始まる。移動局は、Ｆ－ＧＣＨ、Ｆ－ＡＣＫＣＨ、および
Ｆ－ＲＣＣＨを監視する。既に記載されたように、種々の実施形態において、移動局は、
これらのチャネルの１本以上を監視し得ることに注意すべきである。例えば、多数の承認
チャネルがあると、各移動局はそれらの1本以上を監視し得る。これらのチャネルの各々
は、１つの基地局から、または移動局がソフトハンドオフであるときは、２つ以上の基地
局から受信され得ることにも注意すべきである。チャネルは、多数の移動局に宛てられた
メッセージまたはコマンドを組み込んでいて、したがって、移動局は、それに特別に宛て
られたメッセージまたはコマンドを抽出し得る。
【０１４７】
　移動局が、条件付きで１本以上の制御チャネルを監視することを可能にするために、他
の規則が使用され得る。例えば、既に記載されたように、ＡＣＫ　ＳＴＯＰが発行される
と、Ｆ－ＲＣＣＨは伝送されない。したがって、このような場合に、ＡＣＫ　ＳＴＯＰが
受信されると、移動局はＦ－ＲＣＣＨを監視する必要がない。移動局が承認メッセージま
たはレート制御コマンド、あるいはこの両者を探すのは、移動局が、これらのメッセージ
によって応答され得る要求を送ったときのみであるという規則が特定され得る。
【０１４８】
　図９の次の記載では、移動局がサブパケットを以前に伝送し、それに対する(潜在的な
承認またはレート制御コマンドを含む)確認応答の応答が期待されていると仮定する。要
求が以前に承認されていないときは、移動局は、以前に伝送された要求に応答する承認を
、引き続き監視し得る。当業者は、この状況を説明するために、方法900を容易に適応さ
せるであろう。これら、および他の潜在的な移動局の処理ブロックは、説明を分かり易く
するために省略されている。
【０１４９】
　最初に、決定ブロック915において、Ｆ－ＡＣＫＣＨの処理が始まる。移動局は、それ
が監視する全てのＦ－ＡＣＫＣＨチャネル上の情報を抽出する。Ｆ－ＡＣＫＣＨは、移動
局とそのＦ－ＡＣＫＣＨのアクティブな組の全メンバとの間にあり得ることを再び参照す
る。Ｌ３シグナリングによって特定されるように、Ｆ－ＡＣＫＣＨコマンドのいくつかは
、ソフトに組み合され得る。移動局が、少なくとも１つの肯定の確認応答、すなわち、(
Ｆ－ＡＣＫＣＨ上の)ＡＣＫ　ＲＣまたはＡＣＫ　ＳＴＯＰを受信するとき、現在のパケ
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ットは正確に受信され、追加のサブパケットが伝送される必要はない。もしあるならば、
次のパケット伝送の許容レートが判断される必要がある。
【０１５０】
　決定ブロック915において、ＡＣＫ　ＳＴＯＰが受信されると、移動局には、以前に伝
送されたサブパケットが正確に受信されたことと、レート制御コマンドが復号される必要
がないこととが分かる。
【０１５１】
　決定ブロック920では、移動局は、承認がＦ－ＧＣＨ上で受信されたかどうか判断する
。そうであるときは、ブロック930に示されているように、移動局は、承認にしたがって
次のパケットを伝送する。１つの実施形態では、１つのみの承認基地局が承認を行う。Ａ
ＣＫ　ＳＴＯＰおよび承認メッセージが基地局から受信されると、移動局は、同じＡＲＱ
チャネル上で、新しいパケットを、承認されたレート以下のレートで伝送する。
【０１５２】
　別の実施形態では、２つ以上の基地局が承認を送り得る。基地局が承認を調整して、同
一のメッセージを送るときは、移動局は、これらの承認をソフトに組み合せ得る。異なる
承認が受信される場合を扱う種々の規則が展開され得る。一例として、各承認基地局に対
応するセルにおける過度の干渉を避けるために、移動局に、受信された承認に示されてい
る最低レートよりも低いレートで伝送させる (これは、伝送が自律モードに戻るべきであ
ることを示す、対応する承認のないＡＣＫ　ＳＴＯＰを含む）。当業者には、種々の他の
代わりが分かるであろう。承認が決定ブロック920において受信されなかったときは、ブ
ロック925に示さているように、移動局は自律レートに戻らなければならない。その後で
、プロセスは終了し得る。
【０１５３】
　決定ブロック915に戻って、ＡＣＫ　ＳＴＯＰが受信されないときは、決定ブロック940
に進む。ＡＣＫ　ＲＣが受信されると、移動局は、もしあるならば、肯定の確認応答が受
信される基地局の対応するＦ－ＲＣＣＨを監視する。Ｆ－ＲＣＣＨのアクティブな組は、
Ｆ－ＡＣＫＣＨのアクティブな組のサブセットであるので、基地局と移動局との間に、Ｆ
－ＲＣＣＨがないかもしれないことに注意すべきである。移動局が多数の基地局からＦ－
ＡＣＫＣＨを受信するとき、対応するメッセージが対立し得ることに、さらに注意すべき
である。例えば、１つ以上のＡＣＫ　ＳＴＯＰコマンドが受信され得るか、１つ以上のＡ
ＣＫ　ＲＣコマンドが受信され得るか、１つ以上の承認が受信され得るか、またはその何
れかの組み合せがある。当業者には、何れかの可能性に適合するように実施するための種
々の規則が分かるであろう。例えば、移動局は、可能な限り低い伝送許可(これは、承認
のないＡＣＫ　ＳＴＯＰ、低減するＡＣＫ　ＲＣ、またはより低い値の承認からであり得
る)を判断し、それにしたがって伝送し得る。これは、“オア オブ ダウン（OR-of-Downs
）”規則として知られている技術に似ている。このような技術は、隣り合うセルに対する
過度の干渉を厳しく回避するために使用され得る。そうでなければ、１つ以上の基地局が
それらに割り当てられた優先度をもち、その結果、１つ以上の基地局が、(恐らくは、付
与された条件で)他のものに勝つ能力をもち得る。例えば、スケジューリング(または、承
認)基地局は、ソフトハンドオフで、他の基地局よりも、いくらの優先度をもち得る。他
の規則も予想される。(１つ以上のＮＡＫが受信され得るが、移動局は再送する必要がな
いことを再び確認する。しかしながら、移動局は、希望であれば、同様のやり方で、ＮＡ
Ｋしている基地局から、レート制御コマンドまたは承認を採用してもよい)。本明細書に
おける説明を容易にするために、移動局が、ＡＣＫ　ＳＴＯＰ、ＡＣＫ　ＲＣ、ＮＡＫ、
または承認が受信されるかを判断すると言われるとき、それは、受信された多くのコマン
ドに、規則の希望の組を適用する結果であってもよく、結果は、識別されたコマンドであ
る。
【０１５４】
　ＡＣＫ　ＲＣが受信されたときは、決定ブロック945に進み、どのタイプのレート制御
コマンドにしたがうべきかを判断し始める。増加が示されるときは、ブロック950に進む
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。次の伝送は、現在のレートよりも増加したレートで、同じＡＲＱチャネル上で伝送され
得る。その後で、プロセスは終了し得る。ここでも、増加は、確定的であっても、または
確率的であってもよい。さらに加えて、ＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥは、必ずしも、直ち
にレート増加しないかもしれないが、移動局からの伝送レートを将来増加するか(すなわ
ち、移動局においてクレジットのようなアルゴリズム（credit-like　algorithm）が使用
される)、または、ＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥは、複数のレートにまたがる増加になり
得る。例示的なクレジットアルゴリズムでは、移動局は、内部の“バランス／クレジット
”パラメータを維持する。それがＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥを受信するが、(電力また
はデータの何れかが切れているために)そのレートを増加することができないときは常に
、移動局はパラメータを増加する。移動局に電力またはデータが使用可能になるとき、こ
れは、データレートを選択するのに、記憶された“クレジット／バランス”を使用し得る
。レートを増加する種々のやり方は、当業者に明らかであるだろう。
【０１５５】
　決定ブロック945において、増加が示されないときは、決定ブロック955に進み、低減が
示されるかどうか判断する。低減が示されるときは、ブロック960に進む。次の伝送は、
現在のレートよりも低減されたレートで、同じＡＲＱチャネル上で伝送され得る。その後
で、プロセスは終了し得る。ここでも、低減は、確定的であっても、または確率的であっ
てもよい。さらに加えて、ＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥは、必ずしも、直ちにレート低減
にしないかもしれないが、移動局からの伝送レートを将来低減するか(すなわち、移動局
おいてクレジットのようなアルゴリズムが使用される)、または、ＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥ
ＡＳＥは、複数のレートにまたがる増加になり得る。例示的なクレジットアルゴリズムが
ＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥの文脈の中で使用されるとき、移動局がＲＡＴＥ　ＤＥＣＲ
ＥＡＳＥを得るが、何らかの理由(例えば、緊急のデータを送る必要がある)でそれにした
がわないとき、それは否定のクレジットを得て、この否定のクレジットは、ある意味で、
後で払い戻される必要がある。レートを低減する種々のやり方は、当業者に明らかになる
であろう。
【０１５６】
　増加も、低減も示されないときは、ＲＡＴＥ　ＨＯＬＤが受信される。ブロック965に
示されているように、移動局は、現在のパケットのレートに等しい最大レートで次のパケ
ットを伝送し得る。その後で、プロセスは終了し得る。
【０１５７】
　決定ブロック940に戻って、何れのタイプのＡＣＫも識別されないときは、ＮＡＫが受
信されたと判断されることになる。決定ブロック970において、パケットの再送が依然と
して可能である (すなわち、現在のサブパケットが、最後のサブパケットでない) ときは
、ブロック980に示されているように、移動局は、同じＡＲＱチャネル上のサブパケット
を、インクリメントされたサブパケットＩＤと共に再送する。
【０１５８】
　決定ブロック970において、現在のパケットが最後のサブパケットであったとき、移動
局はパケットの再送を切らしている。決定ブロック975に進み、承認が受信されたかどう
かを(ブロック920に関して既に記載されたのと同様のやり方で)判断する。承認メッセー
ジが (既に記載されているように、単一の、または２つ以上の基地局からかどうかについ
て) 移動局に示されると、移動局は、承認されたレート以下のレートで、同じＡＲＱチャ
ネル上で新しいパケットを伝送し得る。ブロック930に進み、これは、既に記載されてい
る。
【０１５９】
　決定ブロック975において、承認が受信されなかったとき、移動局はＦ－ＲＣＣＨのア
クティブな組を監視し、レート制御コマンドを得て、同じＡＲＱチャネル上で次のパケッ
ト伝送のために許可された最大レートを決定し得る。既に記載されたように、２つ以上の
レート制御コマンドが受信されるとき、レートが選択され得る。決定ブロック945に進み
、引き続き、既に記載されたように行われる。
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【０１６０】
　種々の他の技術は、移動局の例示的な実施形態によって採用され得る。移動局は、パケ
ットの消去(すなわち、最後のサブパケット後に肯定の確認応答がないもの)の数を監視し
得る。測定は、連続するパケットの消去の数を数えるか、ウィンドウ(すなわち、スライ
ディングウィンドウ)内の消去されたパケットの数を数えることによって成され得る。移
動局は、パケットが消去され過ぎたことを認識すると、レート制御コマンドが別のコマン
ド(すなわち、ＲＡＴＥ　ＨＯＬＤまたはＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥ)を示しても、その
伝送レートを低減し得る。
【０１６１】
　１つの実施形態では、承認メッセージは、レート制御ビットより高い優先順位をもち得
る。その代わりに、承認メッセージは、レート制御ビットと同じ優先順位で取り扱われて
もよい。このような場合は、レート決定は修正され得る。例えば、承認メッセージが移動
局に示されないとき、次の伝送レートは“オア オブ ダウン”または同様の規則を使用し
て、全てのレート制御コマンド(ＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥ、ＲＡＴＥ　ＨＯＬＤ、Ｒ
ＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥ、およびＡＣＫ　ＳＴＯＰ)から判断される。承認が受信され
るときも、次の伝送レートは、“オア オブ ダウン”または同様のやり方を使用して、全
てのレート制御コマンド(ＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥ、ＲＡＴＥ　ＨＯＬＤ、ＲＡＴＥ
　ＤＥＣＲＥＡＳＥ、およびＡＣＫ　ＳＴＯＰ)から判断され、その結果は、承認された
レート、および選択されたより低いレートと比較される。
【０１６２】
　シグナリングは、移動局が、供給基地局からのＦ－ＲＣＣＨ表示のみか、またはＦ－Ｒ
ＣＣＨのアクティブな組内の全ての基地局からのＦ－ＲＣＣＨ表示のみを監視するように
、移動局を構成するために展開され得る。例えば、ＲＡＴＥ　ＣＯＭＢ　ＩＮＤが、レー
ト制御コマンドが、多数の基地局からのものと同じであることを明示し得るとき、移動局
は、決定する前に、識別されたグループにおける全ての表示を組み合せ得る。任意のとき
に使用されている特殊な表示の数は、Ｆ－ＲＣＣＨの現在の組として示され得る。一例に
おいて、移動局は、供給基地局からのＦ－ＲＣＣＨ表示のみを監視するように構成され、
その場合は、Ｆ－ＲＣＣＨの現在の組のサイズは１である。
【０１６３】
　さらに加えて、既に記載されたように、種々の規則は、Ｆ－ＲＣＣＨに関するコマンド
に応答してレートを調節するために展開され得る。これらの規則の何れも、基地局からの
シグナリングによって調節され得る。一例において、移動局がそのレートを増加するか、
または低減するか、およびその量を判断するのに、確率およびステップサイズの組が使用
され得る。これらの確率および可能なレートのステップサイズは、必要なときに、シグナ
リングによって更新され得る。
【０１６４】
　方法900は、既に記載された方法750を採用して、基地局のために記載された種々の代わ
りを含むように適応され得る。例えば、１つの実施形態では、Ｆ－ＲＣＣＨ上のＤＴＸお
よびＮＡＫがレート保持を示すように、ＮＡＫおよび終了コマンドは明示的に定義されて
いない。別の実施形態では、ＮＡＫおよび終了機能は、方法750について上述で記載され
た別の技術の何れかに応答して、展開され得る。さらに加えて、方法750に関して既に示
されたように、例示的な実施形態では、レート制御またはレート変更に基づく承認は、パ
ケット境界において実行される。記載された方法は、サブパケット間のレート変更を取り
入れるために修正され得ることが期待される。
【０１６５】
　当業者には、本明細書の教示に照らして、本明細書に記載された手続きおよび特徴の中
の何れが種々の方法で組み合され得ることが分かるであろう。例えば、移動局は、第１の
基地局のみによって承認を介して制御され得るが、他の基地局によってレート制御ビット
を介しては制御されない。その代わりに、移動局は、全ての基地局から、またはそのアク
ティブな組の中の基地局のサブセットから承認を介して制御されることもある。いくつか
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のＦ－ＧＣＨは、ソフトに組み合され得る。移動局が動作するモードは、チャネル割り当
て中にＬ３シグナリングを介して、またはパケットデータ呼中に他のメッセージを介して
セットアップされ得る。
【０１６６】
　別の例として、パケットが正しく受信されると、第１の基地局はＡＣＫ　ＳＴＯＰまた
はＡＣＫ　ＲＣの何れかを送り得る。レート制御コマンドが使用されないと、ＡＣＫ　Ｒ
Ｃを使用して、このモードの“ＡＣＫおよび継続（ACK and continue）”を意味し得る。
この文脈では、“ＡＣＫおよび継続”は、移動局が、確認応答されているパケットと同じ
レートで新しいパケットを伝送し得ることを示している。以前のように、ＡＣＫ　ＳＴＯ
Ｐが送られると、基地局は、ＭＳに指定されたＦ－ＧＣＨ上でオーバーライディング承認
を送り得る。この例では、対応する承認がＮＡＫで伝送されない限り、ＮＡＫは“ＮＡＫ
および終了”を示すであろう。このシナリオでは、ＡＣＫ　ＲＣがレート制御コマンドを
伴わず、“ＡＣＫおよび継続”を示すとき、第１の基地局以外の基地局もＡＣＫ　ＳＴＯ
ＰまたはＡＣＫ　ＲＣを送る。
【０１６７】
　記載された特徴をもつサブセットを取り入れている別の例示的な特別なモードでは、移
動局は、(そのＦ－ＲＣＣＨのアクティブな組内の基地局から)レート制御ビットのみによ
って制御され得る。このモードは、チャネル割り当て中にＬ３シグナリングを介して、ま
たはパケットデータ呼中の他のメッセージを介して、セットアップされ得る。このモード
では、パケットが適切に受信されないと、基地局は、ＮＡＫを送る。パケットが正確に受
信されると、基地局は、Ｆ－ＲＣＣＨ（ＲＡＴＥ　ＨＯＬＤ、ＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳ
Ｅ、またはＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥ）と共に、ＡＣＫ　ＳＴＯＰまたはＡＣＫ　ＲＣ
の何れかを送る。最後のサブパケットの後のＮＡＫは、Ｆ－ＲＣＣＨ(ＲＡＴＥ　ＨＯＬ
Ｄ、ＲＡＴＥ　ＩＮＣＲＥＡＳＥ、またはＲＡＴＥ　ＤＥＣＲＥＡＳＥ)を伴い得る。
【０１６８】
　図１０ないし１２は、本明細書に記載された種々のチャネルのタイミングを示す例を示
す。この例は、フレーム長の特定の選択を表わさないが、承認、ＡＣＫ、およびレート制
御(rate control, RC)表示の相対的なタイミングを示す。ＡＣＫ表示、ＲＣ表示、および
承認は、同じ時間間隔中に現れ、したがって、移動局は、次のパケット伝送を申請するの
とほぼ同時に、ＡＣＫ、ＲＣ、および承認情報を受信する。これらの例において、移動局
は、（上述の例示的な実施形態に記載されているように）確認応答を受信するとき、また
は全てのサブパケットが伝送されたときを除いて、ＲＣの表示を監視する必要はない。移
動局は、それ、および特定のＡＲＱ系列に対応するＲＣ表示に割り当てられたＡＣＫビッ
トを監視する。例えば、４つのＡＲＱ系列があり、移動局が全てのＡＲＱ系列上で次に伝
送しているとき、移動局は、全てのフレームのＡＣＫ表示、および（適宜に）全てのフレ
ームのＲＣ表示を監視する。適宜、基地局または移動局に時間を許すために、種々の伝送
間に空のフレームが取り入れられ、要求、サブパケット伝送、承認、確認応答、およびレ
ート制御コマンドを受信し、復号する。
【０１６９】
　これらのタイミング図は、網羅的ではく、上述の種々の態様を示す働きをするだけであ
ることに注意すべきである。当業者には、系列の無数の組み合せが分かるであろう。
【０１７０】
　図１０は、組み合された確認応答およびレート制御チャネルの例示的な実施形態のタイ
ミングを示す。移動局は、Ｒ－ＲＥＱＣＨ上で伝送の要求を伝送する。次に、基地局は、
要求に応答して、Ｆ－ＧＣＨ上で承認を伝送する。その後で、移動局は、承認にしたがう
パラメータを使用して、第１のサブパケットを伝送する。サブパケットは、サブパケット
の伝送の失敗によって示されるように、基地局で正確に復号されない。基地局は、Ｆ－Ａ
ＣＫＣＨ上のＡＣＫ／ＮＡＫの伝送を、Ｆ－ＲＣＣＨ上のレート制御コマンドと共に伝送
する。この例では、ＮＡＫが伝送され、Ｆ－ＲＣＣＨがＤＴＸされる。移動局は、ＮＡＫ
を受信し、応答して、第２のサブパケットを再送する。この時、基地局は第２のサブパケ
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ットを正確に復号し、Ｆ－ＡＣＫＣＨ上のＡＣＫ／ＮＡＫの伝送を、Ｆ－ＲＣＣＨ上のレ
ート制御コマンドと共に再び送る。この例では、追加の承認は伝送されない。ＡＣＫ　Ｒ
Ｃが伝送され、レート制御コマンドが発行される(これは、希望のスケジューリングにし
たがって判断されるように、増加、低減、または保持を示し得る)。その後で、移動局は
、Ｆ－ＲＣＣＨ上のレート制御コマンドによって必要に応じて修正されるパラメータを使
用して、次のパケットの第１のサブパケットを伝送する。
【０１７１】
　図１１は、新しい承認を伴う、組み合された確認応答およびレート制御チャネルの例示
的な実施形態のタイミングを示す。(正確に復号されなかった)要求、承認、サブパケット
の伝送およびＮＡＫは、図１０に関して既に記載された最初の８つのフレームと同じもの
で伝送される。この例において、第２のサブパケットの伝送も、正確に受信され、復号さ
れる。しかしながら、基地局によって送られたＡＣＫ　ＲＣの代わりに、ＡＣＫ　ＳＴＯ
Ｐが伝送される。承認がＡＣＫ　ＳＴＯＰを伴わないときは、移動局は自律伝送に戻るで
あろう。その代わりに、新しい承認が伝送される。移動局は、Ｆ－ＲＣＣＨをこのフレー
ムについて監視する必要はない。その後で、移動局は、新しい承認にしたがって、次のパ
ケットの第１のサブパケットを伝送する。
【０１７２】
　図１２は、承認を伴わない、組み合された応答およびレート制御チャネルの例示的な実
施形態のためのタイミングを示している。この例は、最初の移動局の要求に応答して、承
認が送られないことを除いて、図１０と同じである。したがって、第１のパケットの第１
のサブパケットの伝送は、自律レートで伝送される。ここでも、このサブパケットは、基
地局において正確に復号されない。ここでも、第２のサブパケットは、正確に復号され、
ＡＣＫ　ＲＣは、レート制御コマンドと共に伝送される。その後で、移動局は、次のパケ
ットを、潜在的に調節されたレートで送る。この例は、レート制御コマンドのみを任意に
使用し、承認なしで、移動局のレートを動かす可能性を示している。
【０１７３】
別の実施形態では、基地局は、前の要求があっても、なくても、自律伝送でレート制御を
使用し得ることに注意すべきである。輻輳を緩和するために、低減が使用され、要求が伝
送されなかったために、ＢＳがデータ要件を知らなくても、予備の容量があるときは、増
加が与えられ得る。
【０１７４】
　上述の全ての実施形態では、発明の範囲を逸脱しないならば、方法ステップを交換でき
ることに注意すべきである。本明細書に開示されている記載は、多くの場合に、１ｘＥＶ
-ＤＶシステムと関係付けられた信号、パラメータ、および手続きに関連しているが、本
発明の範囲は、そのようなものとして制限されていない。当業者は、本発明の原理を、種
々の他の通信システムに容易に適用するであろう。これらおよび他の変更は、当技術にお
いて普通の技能をもつものには明らかであるだろう。
【０１７５】
　当業者には、情報および信号が、種々の異なる科学技術および技術の何れかを使用して
表わされ得ることが分かるであろう。例えば、これまでの記述全体で参照され得るデータ
、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁
波、磁界または磁性粒子、光学場または光学粒子、あるいはこれらの組み合せによって表
され得る。
【０１７６】
　当業者は、本明細書に開示されている実施形態に関連して説明されている様々な例示的
な論理ブロック、モジュール、回路、およびアルゴリズムのステップは、電子ハードウエ
ア、コンピュータソフトウエア、またはこの両者の組み合せとして実施され得ることを理
解するであろう。ハードウエアおよびソフトウエアのこの互換性を明確に説明するために
、種々の例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステップが、こ
れらの機能性に関して、全体的に上述されている。このような機能性がハードウエアまた
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はソフトウエアのいずれで実行されるかは、システム全体に課される設計の制約および具
体的な用途に依存する。熟練工は、特定の用途ごとに様々なやり方で上記の機能性を実施
し得るが、このような実施上の決定は、本発明の範囲からの逸脱を招くものとして解釈さ
れるべきではない。
【０１７７】
　本明細書に開示されている実施形態に関連して説明されている種々の例示的な論理ブロ
ック、モジュール、および回路は、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ（digita
l signal processor, DSP）、特定用途向け集積回路（application specific integrated
 circuit, ASIC）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（field programmable gate 
array, FPGA）または他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはト
ランジスタロジック、離散ハードウエアコンポーネント、あるいは本明細書に説明されて
いる機能を実行するように設計されているこれらの組み合せで実現または実行可能である
。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、代替例においては、プロセ
ッサは任意の従来のプロセッサ、制御装置、マイクロ制御装置、または状態機械であって
もよい。プロセッサは、計算機の組み合せとして、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ
の組み合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連した１つ以上のマイクロプロ
セッサ、または任意の他のこのような構成としても実施され得る。
【０１７８】
　本明細書に開示されている実施形態に関連して説明されている方法またはアルゴリズム
のステップは、ハードウエアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウエアモジ
ュールにおいて、またはこの２つの組み合せにおいて直接に具現化され得る。ソフトウエ
アモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、
ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ
、または当技術において公知の任意の他の形態の記憶媒体に常駐してもよい。例示的な記
憶媒体は、プロセッサがこの記憶媒体から情報を読み取り、かつ情報を書き込むことがで
きるようにプロセッサに結合される。代替例において、記憶媒体は、プロセッサと一体で
あってもよい。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣに常駐し得る。ＡＳＩＣは、ユーザ
端末に常駐してもよい。代替例において、プロセッサおよび記憶媒体は、ユーザ端末に別
個のコンポーネントとして常駐し得る。
【０１７９】
　開示されている実施形態の上記説明は、当業者が本発明を構成または使用することを可
能にすべく提供されている。これらの実施形態の種々の変形は当業者には容易に明らかで
あり、本明細書に定義されている一般的な原理は、本発明の主旨および範囲から逸脱する
ことなく他の実施形態に適用され得る。したがって、本発明は本明細書に示されている実
施形態に制限されることを意図されるものではなく、本明細書に開示されている原理およ
び新規な特徴と合致する最大の範囲に一致すべきものである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　　確認応答表示およびレート制御表示を含む第１のメッセージを生成するメッセージ生
成器と、
　　レート制御表示について条件を付けられた第２のメッセージを生成するレート制御表
示とを含む装置。
［Ｃ２］
　第２のメッセージが、レート制御コマンドを含むＣ１記載の装置。
［Ｃ３］
　レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、複数の値の１つ以上が、レート増加を
示すＣ２記載の装置。
［Ｃ４］
　レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、複数の値の１つ以上が、レート低減を
示すＣ２記載の装置。
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［Ｃ５］
　レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、複数の値の１つ以上が、レート保持を
示すＣ２記載の装置。
［Ｃ６］
　　パケットを受信する受信機と、
　　受信されたパケットを復号する復号器と、
　　メッセージ生成器であって、
　　　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を生成し、各値が、確認応答（acknowle
dgement, ACK）または否定の確認応答（negative acknowledgement, NAK）と関係付けら
れ、値の１つ以上が、レート制御コマンドを示し、
　　　　第１の信号の値が、レート制御コマンドを示すとき、各複数のレート制御コマン
ドに対応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで生成するメッセージ
生成器とを含む装置。
［Ｃ７］
　第１の信号を伝送し、第２の信号を条件付きで伝送する送信機をさらに含むＣ６記載の
装置。
［Ｃ８］
　受信機が１つ以上の伝送要求および１つ以上の自律伝送を受信するようにも動作可能で
ある装置であって、１つ以上の伝送要求および１つ以上の自律伝送に応答して、共有資源
を割り振るスケジューラをさらに含むＣ６記載の装置。
［Ｃ９］
　メッセージ生成器が、伝送要求に応答して、割り振りにしたがって承認メッセージも生
成するＣ８記載の装置。
［Ｃ１０］
　　第１の信号を受信し、レート制御表示にしたがって第２の信号を条件付きで受信する
受信機と、
　　受信された第１の信号からレート制御表示を復号するメッセージ復号器とを含む装置
。
［Ｃ１１］
　第１の信号が、確認応答を含むＣ１０記載の装置。
［Ｃ１２］
　第２の信号が、レート制御コマンドを含むＣ１０記載の装置。
［Ｃ１３］
　レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、複数の値の１つ以上が、レート増加を
示すＣ１２記載の装置。
［Ｃ１４］
　レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、複数の値の１つ以上が、レート低減を
示すＣ１２記載の装置。
［Ｃ１５］
　レート制御コマンドが、複数の値の１つであり、複数の値の１つ以上が、レート保持を
示すＣ１２記載の装置。
［Ｃ１６］
　パケットを伝送する送信機をさらに含むＣ１０記載の装置。
［Ｃ１７］
　第１の信号が、伝送されたパケットが確認応答されていないことを示すとき、送信機が
パケットを再送するＣ１６記載の装置。
［Ｃ１８］
　第２の信号が、レート制御コマンドを含み、送信機が、レート制御コマンドにしたがっ
て判断されたレートで第２のパケットを伝送するＣ１６記載の装置。
［Ｃ１９］
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　　確認応答表示およびレート制御表示を含む第１のメッセージを生成するメッセージ生
成器と、
　　レート制御表示について条件を付けられた第２のメッセージを生成するレート制御表
示とを含む基地局。
［Ｃ２０］
　　第１の信号を受信し、レート制御表示にしたがって第２の信号を条件付きで受信する
受信機と、
　　受信された第１の信号からレート制御表示を復号するメッセージ復号器とを含む遠隔
局。
［Ｃ２１］
　　確認応答表示およびレート制御表示を含む第１のメッセージを生成するメッセージ生
成器と、
　　レート制御表示について条件を付けられた第２のメッセージを生成するレート制御表
示とを含む無線通信システム。
［Ｃ２２］
　　第１の信号を受信し、レート制御表示にしたがって第２の信号を条件付きで受信する
受信機と、
　　受信された第１の信号からレート制御表示を復号するメッセージ復号器とを含む無線
通信システム。
［Ｃ２３］
　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を生成し、各値が、確認応答（ＡＣＫ）また
は否定の確認応答（ＮＡＫ）と関係付けられ、値の１つ以上が、レート制御コマンドを示
すことと、
　　第１の信号の値が、レート制御コマンドを示すとき、各複数のレート制御コマンドに
対応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで生成することとを含む方
法。
［Ｃ２４］
　　パケットを受信することと、
　　パケットを復号することと、
　　受信されたパケットが正確に復号されたかどうか、およびレート制御コマンドが発行
されることになるかどうかを示す第１の信号を生成することと、
　　レート制御コマンドが発行されるときに、レート制御コマンドを含む第２の信号を生
成することとを含むレート制御方法。
［Ｃ２５］
　第１の信号が、第１の複数の値の１つを含み、第１の複数の値の１つが、正確な復号の
確認応答と、レート制御コマンドがないこととを示すＣ２４記載の方法。
［Ｃ２６］
　正確な復号の確認応答と、レート制御コマンドがないこととを示す値が、先の承認を無
効にするＣ２５記載の方法。
［Ｃ２７］
　第１の信号が、第１の複数の値の１つを含み、第１の複数の値の１つが、正確な復号の
確認応答と、レート制御コマンドとを示すＣ２４記載の方法。
［Ｃ２８］
　第１の信号が、復号されたパケットの否定の確認応答と、レート制御コマンドがないこ
ととに対応する、伝送がないことを示す値を含むＣ２４記載の方法。
［Ｃ２９］
　レート制御コマンドが、第２の複数の値の１つであり、第２の複数の値の１つ以上が、
レート増加を示すＣ２４記載の方法。
［Ｃ３０］
　レート制御コマンドが、第２の複数の値の１つであり、第２の複数の値の１つ以上が、
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レート低減を示すＣ２４記載の方法。
［Ｃ３１］
　レート制御コマンドが、第２の複数の値の１つであり、第２の複数の値の１つが、レー
ト保持を示すＣ２４記載の方法。
［Ｃ３２］
　第２の信号が、レート保持の伝送がないことを示す値を含むＣ３１記載の方法。
［Ｃ３３］
　　１つ以上の伝送要求を受信することと、
　　１つ以上の自律伝送を受信することと、
　　１つ以上の伝送要求および１つ以上の自律伝送に応答して、共有資源を割り振ること
とをさらに含むＣ２４記載の方法。
［Ｃ３４］
　受信された伝送要求に応答して、承認を生成することをさらに含むＣ２４記載の方法。
［Ｃ３５］
　承認が生成されるときに、第２の信号が生成されないＣ３４記載の方法。
［Ｃ３６］
　　第１の信号を伝送することと、
　　レート制御コマンドが発行されるときに、第２の信号を条件付きで伝送することとを
さらに含むＣ２４記載の方法。
［Ｃ３７］
　承認が発行されるときに、承認を伝送することをさらに含むＣ３６記載の方法。
［Ｃ３８］
　受信されたパケットが、サブパケットであるＣ２４記載の方法。
［Ｃ３９］
　もしあるならば、以前に受信された対応するサブパケットに応答して、復号が行われる
Ｃ３８記載の方法。
［Ｃ４０］
　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を受信し、各値が、確認応答（ＡＣＫ）また
は否定の確認応答（ＮＡＫ）と関係付けられ、値の１つ以上が、レート制御コマンドを示
すことと、
　　第１の受信された信号の値が、レート制御コマンドを示すとき、各複数のレート制御
コマンドに対応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで受信すること
とを含むレート制御方法。
［Ｃ４１］
　　パケットを伝送することと、
　　伝送されたパケットが確認応答されたかどうか、およびレート制御コマンドが発行さ
れることになるかどうかを示す第１の信号を受信することと、
　　レート制御コマンドが発行されるときに、レート制御コマンドを含む第２の信号を受
信することとを含むレート制御方法。
［Ｃ４２］
　第１の信号が、第１の複数の値の１つを含み、第１の複数の値の１つが、正確な復号の
確認応答と、レート制御コマンドがないこととを示すＣ４１記載の方法。
［Ｃ４３］
　正確な復号の確認応答と、レート制御コマンドがないこととを示す値が、先の承認を無
効にするＣ４２記載の方法。
［Ｃ４４］
　第１の信号が、第１の複数の値の１つを含み、第１の複数の値の１つが、正確な復号の
確認応答と、レート制御コマンドとを示すＣ４１記載の方法。
［Ｃ４５］
　第１の信号が、復号されたパケットの否定の確認応答と、レート制御コマンドがないこ
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ととに対応する、伝送がないことを示す値を含むＣ４１記載の方法。
［Ｃ４６］
　レート制御コマンドが、第２の複数の値の１つであり、第２の複数の値の１つ以上が、
レート増加を示すＣ４１記載の方法。
［Ｃ４７］
　レート制御コマンドが、第２の複数の値の１つであり、第２の複数の値の１つ以上が、
レート低減を示すＣ４１記載の方法。
［Ｃ４８］
　レート制御コマンドが、第２の複数の値の１つであり、第２の複数の値の１つが、レー
ト保持を示すＣ４１記載の方法。
［Ｃ４９］
　第２の信号が、レート保持の伝送がないことを示す値を含むＣ４８記載の方法。
［Ｃ５０］
　第１の受信された信号が、伝送されたパケットが確認応答されなかったことを示すとき
に、パケットを再送することをさらに含むＣ４１記載の方法。
［Ｃ５１］
　第１の受信された信号が、伝送されたパケットが確認応答されたことを示すときに、第
２のパケットを伝送することをさらに含むＣ４１記載の方法。
［Ｃ５２］
　レート制御コマンドが、第２の信号上で受信されるときに、第２のパケットが、レート
制御コマンドにしたがって判断されるレートで伝送されるＣ４１記載の方法。
［Ｃ５３］
　伝送されたパケットが、サブパケットであるＣ４１記載の方法。
［Ｃ５４］
　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を生成する手段であって、各値が、確認応答
（ＡＣＫ）または否定の確認応答（ＮＡＫ）と関係付けられ、値の１つ以上が、レート制
御コマンドを示す手段と、
　　第１の信号の値がレート制御コマンドを示すとき、各複数のレート制御コマンドに対
応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで生成する手段とを含む装置
。
［Ｃ５５］
　　パケットを受信する手段と、
　　パケットを復号する手段と、
　　受信されたパケットが正確に復号されたかどうか、およびレート制御コマンドが発行
されることになるかどうかを示す第１の信号を生成する手段と、
　　レート制御コマンドが発行されるときに、レート制御コマンドを含む第２の信号を生
成する手段とを含むレート制御方法。
［Ｃ５６］
　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を受信する手段であって、各値が、確認応答
（ＡＣＫ）または否定の確認応答（ＮＡＫ）と関係付けられ、値の１つ以上が、レート制
御コマンドを示す手段と、
　　第１の受信された信号の値が、レート制御コマンドを示すときに、各複数のレート制
御コマンドに対応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで受信する手
段とを含むレート制御方法。
［Ｃ５７］
　　パケットを伝送する手段と、
　　伝送されたパケットが確認応答されたかどうか、およびレート制御コマンドが発行さ
れることになるかどうかを示す第１の信号を受信する手段と、
　　レート制御コマンドが発行されるときに、レート制御コマンドを含む第２の信号を受
信する手段とを含むレート制御方法。
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［Ｃ５８］
　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を生成する手段であって、各値が、確認応答
（ＡＣＫ）または否定の確認応答（ＮＡＫ）と関係付けられ、値の１つ以上が、レート制
御コマンドを示す手段と、
　　第１の信号の値が、レート制御コマンドを示すときに、各複数のレート制御コマンド
に対応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで生成する手段とを含む
無線通信システム。
［Ｃ５９］
　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を受信する手段であって、各値が、確認応答
（ＡＣＫ）または否定の確認応答（ＮＡＫ）と関係付けられ、値の１つ以上が、レート制
御コマンドを示す手段と、
　　第１の受信された信号の値が、レート制御コマンドを示すときに、各複数のレート制
御コマンドに対応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで受信する手
段とを含む無線通信システム。
［Ｃ６０］
　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を生成するステップであって、各値が、確認
応答（ＡＣＫ）または否定の確認応答（ＮＡＫ）と関係付けられ、値の１つ以上が、レー
ト制御コマンドを示すステップと、
　　第１の信号の値が、レート制御コマンドを示すときに、各複数のレート制御コマンド
に対応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで生成するステップとを
行うように動作可能なコンピュータ読み出し可能媒体。
［Ｃ６１］
　　パケットを受信するステップと、
　　パケットを復号するステップと、
　　受信されたパケットが正確に復号されたかどうか、およびレート制御コマンドが発行
されることになるかどうかを示す第１の信号を生成するステップと、
　　レート制御コマンドが発行されるときに、レート制御コマンドを含む第２の信号を生
成するステップとを行うように動作可能なコンピュータ読み出し可能媒体。
［Ｃ６２］
　　第１の複数の値の１つを含む第１の信号を受信するステップであって、各値が、確認
応答（ＡＣＫ）または否定の確認応答（ＮＡＫ）と関係付けられ、値の１つ以上が、レー
ト制御コマンドを示すステップと、
　　第１の受信された信号の値が、レート制御コマンドを示すときに、各複数のレート制
御コマンドに対応して、第２の複数の値の１つを含む第２の信号を条件付きで受信するス
テップとを行うように動作可能なコンピュータ読み出し可能媒体。
［Ｃ６３］
　　パケットを伝送するステップと、
　　伝送されたパケットが確認応答されたかどうか、およびレート制御コマンドが発行さ
れることになるかどうかを示す第１の信号を受信するステップと、
　　レート制御コマンドが発行されるときに、レート制御コマンドを含む第２の信号を受
信するステップとを行うように動作可能なコンピュータ読み出し可能媒体。
【符号の説明】
【０１８０】
100・・・無線通信システム、700,750,900・・・方法。
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